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清
代
「
集
選
詩
」
に
見
え
る
『
文
選
』
の
受
容

市

瀬

信

子

は
じ
め
に

清
代
は
『
文
選
』
に
関
す
る
学
問
が
進
み
、
文
選
学
が
隆
盛
を

誇
っ
た
時
代
だ
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
主
に
考
証
学
と

関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
た
評
価
で
あ
る
。
小
尾
郊
一
氏

は
全
釈
漢
文
大
系
二
六
『
文
選
（
文
章
編
）
一
』
（
集
英
社

一
九

七
四
）
の
解
説
に
お
い
て
、
清
代
の
『
文
選
』
に
つ
い
て
「
清
代

で
は
、
考
証
学
の
発
展
と
と
も
に
文
選
学
も
盛
ん
と
な
る
。
し
か

も
、
李
善
注
も
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
古
書
を
多

く
引
用
す
る
面
が
清
朝
考
証
学
者
の
好
み
に
合
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。」
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
唐
代
に
お
け
る
『
文
選
』
の

流
行
に
つ
い
て
、
小
尾
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

唐
代
に
お
い
て
文
選
学
が
盛
行
し
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

科
挙
に
詩
賦
を
課
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
当
時
に
あ
っ
て

は
経
書
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る[

１]

。

科
挙
と
『
文
選
』
の
関
係
を
表
す
宋
代
の
「
『
文
選
』
爛
に
し
て
、

秀
才
半
ば
な
り
」
は
、『
文
選
』
に
精
通
す
る
こ
と
が
科
挙
合
格
へ

の
必
須
事
項
で
あ
っ
た
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
時
代
と
比
較
す
る
と
、
清
代
に
お
け
る
『
文
選
』
隆
盛
の
背
景

は
大
き
く
異
な
る
。
清
朝
初
期
に
、
詩
賦
が
科
挙
の
科
目
か
ら
は

ず
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
詩
賦
が
科
挙
に
復
活
す
る
の
は
、

乾
隆
二
十
二
年
（
一
七
五
七
）
の
こ
と
で
あ
り
、
清
朝
成
立
か
ら

約
百
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
間
、
詩
を
作
る
こ
と
は
挙
業
の

妨
げ
と
さ
れ
、
邪
道
と
い
う
扱
い
を
受
け
た
。
唐
代
に
詩
賦
が
科

挙
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
と
は
、
状
況
が
異
な
っ
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
詩
を
作
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
な
い
環
境
の
中
で
、『
文
選
』

は
作
詩
の
た
め
で
な
く
、
考
証
学
の
研
究
の
対
象
と
さ
れ
、
詩
注

や
版
本
に
つ
い
て
の
研
究
が
主
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

科
挙
に
詩
賦
が
復
活
し
て
以
降
、
詩
を
学
ぼ
う
と
い
う
人
々
が

に
わ
か
に
増
加
し
た
。
だ
が
、
詩
作
の
見
本
が
六
朝
ま
で
で
あ
っ

た
唐
代
と
は
状
況
が
異
な
り
、
清
の
前
に
は
、
唐
宋
と
い
う
詩
の

隆
盛
期
が
あ
っ
た
。
清
初
は
唐
宋
詩
こ
そ
が
、
詩
を
学
ぶ
者
が
ま

ず
取
り
組
む
対
象
と
さ
れ
た
。
で
は
、
こ
う
し
た
時
代
に
、『
文
選
』

は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。

そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
一
つ
の
興
味
深
い
作
品
が
あ
る
。
清
末
の
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『
選
楼
集
句
』
で
あ
る
。
鈴
木
修
次
氏
は
、
『
全
釈
漢
文
大
系
』
月

報
二
十
一
「
『
選
楼
集
句
』
そ
の
ほ
か
」
（
集
英
社

一
九
七
六
）

で
、
偶
然
手
に
し
た
『
選
楼
集
句
』
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
こ

れ
は
「
『
文
選
』
の
句
を
集
め
て
し
た
て
た
文
を
収
め
た
も
の
で
、

著
者
は
、
広
東
広
州
府
の
番
禺
県
の
人
で
あ
る
許
祥
光
、
字
は
賓

衢
で
、
道
光
二
十
年
（
一
八
四
〇
）
、「
粤
東
省
城
四
湖
街
」
の
「
富

文
斎
」
な
る
書
肆
か
ら
梓
行
さ
れ
た
も
の
」
で
、
鈴
木
氏
は
、
こ

の
作
品
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

集
句
に
よ
っ
て
文
を
作
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
『
文
選
』
の

大
概
を
暗
記
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
許
祥
光
に

つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
た
ぶ
ん
は
い
わ
ゆ

る
「
文
選
学
」
の
学
者
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

『
文
選
』
の
句
を
縦
横
に
使
い
こ
な
し
う
る
造
詣
を
、
こ
の
人

は
身
に
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
跋
文
を

し
る
し
て
い
る
戴
熈
な
る
人
は
、
許
祥
光
に
あ
や
か
っ
て
や
は

り
『
文
選
』
か
ら
集
句
し
て
跋
文
に
し
た
て
て
お
り
、
林
伯
桐

と
い
う
人
は
、『
文
心
雕
龍
』
か
ら
集
句
し
て
跋
を
作
っ
て
い
る

し
、
黄
輝
と
い
う
人
は
、
司
空
図
の
『
詩
品
』
か
ら
集
句
し
て

跋
を
し
る
し
て
い
る
。
集
句
と
い
う
ゲ
ー
ム
が
、
許
祥
光
の
仲

間
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
と
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
お
も

わ
せ
る
。

中
国
の
昔
の
士
人
た
ち
が
、
自
己
の
詞
藻
を
豊
か
に
す
る
た

め
に
『
文
選
』
を
よ
く
咀
嚼
し
た
と
い
う
こ
と
は
改
め
て
い
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
に
あ
っ
て
な
お
『
文

選
』
に
精
通
す
る
こ
と
許
祥
光
の
ご
と
き
人
物
が
、
別
に
文
選

学
者
と
い
う
こ
と
で
は
な
し
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
改

め
て
感
慨
を
新
た
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
野
に
は
や
は
り
、
思

い
も
か
け
ぬ
遺
賢
が
存
在
す
る
も
の
だ
。
許
祥
光
の
『
文
選
』

の
実
力
は
、
当
今
の
専
門
家
を
優
に
越
す
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
清
末
の
状
況
で
あ
る
が
、
「
集
句
」
が
『
文
選
』
を
題
材

と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
し
て
い
る
。
更
に
鈴
木

氏
は
、
「
『
文
選
』
の
集
句
が
過
去
に
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
、
事

実
を
た
し
か
め
得
な
い
が
、
潘
世
恩
の
序
文
や
友
人
た
ち
の
跋
文

に
、
『
文
選
』
を
対
象
に
し
て
集
句
を
し
た
の
は
、
許
祥
光
の
『
選

楼
集
句
』
が
最
初
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
」
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
現
在
の
研
究
で
は
、
『
文
選
』
を
対
象
と
し
た
集
句
は
、
そ
れ

以
前
に
も
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
詩
は
「
文
選
集
句
詩
」「
集
選
詩
」
等
と
称
さ
れ
る
が
、
本
稿

で
は
、
一
括
し
て
「
集
選
詩
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
集
句
詩

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
張
明
華
氏
は
、
清
代
を
集
句
の
繁
栄
期

と
し
た
上
で
、
清
代
集
句
の
特
徴
の
一
つ
に
、
句
の
対
象
を
杜
甫
、

李
白
な
ど
に
特
定
し
た
、
い
わ
ば
「
類
別
の
集
句
」
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
集
選
詩
」
を
挙
げ
て
い
る[

２]

。

張
明
華
氏
に
よ
れ
ば
、「
集
選
詩
」
の
最
初
は
、
宋
の
孔
平
仲
の
「
集

文
選
句
贈
別
」
、
「
文
選
集
句
寄
慎
思
、
交
代
学
士
、
慎
思
遊
岳
、

老
夫
守
舎
、
叙
述
游
旧
。
慎
問
交
承
与
夫
舎
舟
登
陸
之
策
、
俱
在

此
矣
」
（
『
清
江
三
孔
集
』
巻
二
十
八
）
の
二
首
で
、
そ
れ
以
降
、

実
際
に
残
っ
て
い
る
作
品
は
清
代
ま
で
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、
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『
文
選
』
を
対
象
と
し
た
集
句
は
、
清
代
に
新
た
に
発
展
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
の
中
で
『
選
楼
集
句
』
も
生
ま
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
清
代
の
「
集
選
句
」
の
状
況
を
検
討
し
、

『
選
楼
集
句
』
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
、
清

代
に
お
け
る
『
文
選
』
受
容
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考

え
る
。

集
句
研
究
に
関
す
る
近
年
の
情
況
を
ま
ず
見
て
お
く
こ
と
と
す

る
。
集
句
を
集
め
た
作
品
集
は
こ
れ
ま
で
も
幾
つ
か
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
九
年
に
緱
蔓
君
編
『
歴
代
集
句
詩
詞
別
集
叢
刊
』
全
二
十

四
冊
（
北
京
燕
山
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
こ
の

よ
う
な
大
部
の
集
句
詩
集
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
今
後
集

句
に
つ
い
て
の
研
究
が
飛
躍
的
に
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
集

句
に
つ
い
て
の
研
究
の
嚆
矢
と
な
る
の
は
、
裴
普
賢
『
集
句
詩
研

究
』（
台
湾
学
生
書
局

一
九
七
五
）
で
、
集
句
の
発
展
を
時
代
を

追
っ
て
論
述
し
、
代
表
的
作
家
の
作
品
を
取
り
あ
げ
る
。
裴
普
賢

『
集
句
詩
研
究
続
集
』（
台
湾
学
生
書
局

一
九
七
九
）
は
、
先
の

『
研
究
』
を
補
う
形
で
更
に
多
く
の
作
品
を
取
り
あ
げ
る
が
、
い

ず
れ
も
『
文
選
』
を
題
材
と
し
た
「
集
選
詩
」
に
は
触
れ
て
い
な

い
。
近
年
張
明
華
氏
に
よ
っ
て
、
集
句
詩
研
究
が
精
力
的
に
進
め

ら
れ
て
お
り
、
張
明
華
・
李
暁
黎
『
集
句
詩
嬗
変
研
究
』（
中
国
社

会
科
学
出
版
社

二
〇
一
一
）
、
は
、
非
常
に
多
く
の
集
句
詩
の
名

を
挙
げ
、
そ
の
中
に
「
集
選
詩
」
の
他
、『
玉
台
新
詠
』
の
句
を
集

め
た
詩
集
な
ど
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
る
。
張
明
華
・
李
暁
黎
『
集

句
詩
文
献
研
究
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社

二
〇
一
二
）
は
、
時

代
別
に
集
句
詩
を
取
り
あ
げ
る
中
で
、
特
に
清
代
の
集
句
詩
を
時

代
別
に
取
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
い
か
な
る
作
品
の
句
を
集

め
た
も
の
か
が
記
し
て
あ
り
、
「
集
選
詩
」
が
全
体
の
集
句
詩
の
中

で
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
こ
こ
か
ら
見
て
取
れ
る
。
張
明
華
『
文

化
視
域
中
的
集
句
詩
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社

二
〇
一
四
）

は
、「
集
選
詩
」
を
ま
と
め
て
取
り
あ
げ
た
唯
一
の
研
究
書
で
あ
り
、

本
稿
は
こ
れ
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
加
え
て
清
代
の
詩
、
清

代
の
科
挙
に
関
す
る
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
考
察
を
進
め
た
。

一

清
代
の
科
挙
と
詩

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
清
代
初
期
は
、
詩
は
科
挙
の
妨
げ
と

な
る
も
の
と
し
て
、
科
挙
を
学
ぶ
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
い
た
。
蒲

松
齢
（
崇
禎
十
三
〔
一
六
四
〇
〕
年-

康
熙
五
十
四
〔
一
七
一
五
〕

年
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

当
今
以
時
芸
試
士
、
則
詩
之
為
物
、
亦
魔
道
也
、
分
以
外
者

也
。

（
『
聊
斎
文
集
』
巻
一
「
郢

中
社
序
」
）

え
い
ち
ゆ
う

当
今
時
芸
を
以
て
士
を
試
み
る
に
、
則
ち
詩
の
物
為
る
や
、

亦
魔
道
な
り
、
分
以
外
の
者
な
り
と
す
。

蒲
松
齢
は
科
挙
に
詩
賦
の
な
い
時
代
の
人
物
で
あ
る
。
そ
の
こ

ろ
詩
は
、
科
挙
に
臨
む
者
に
と
っ
て
は
「
魔
道
」
で
あ
り
「
分
以

外
」
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
更
に
や
や
遅
れ
て
厲
鶚
（
康
熙

三
十
一
〔
一
六
九
二
〕
年-

乾
隆
十
七
〔
一
七
五
二
〕
年
）
も
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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往
時
、
吾
郷
士
友
専
攻
挙
子
業
、
例
不
作
詩
。
乙
未
、
丙
申

間
、
予
輩
数
人
為
文
字
之
会
、
暇
即
相
与
賦
詩
為
楽
。

（
『
樊
榭
山
房
集
』
文
集
巻
三

「
無
悔
斎
詩
集
序
」
）

往
時
、
吾
が
郷
の
士
友

挙
子
の
業
を
専
攻
し
、
例
ね
詩

を
作
ら
ず
。
乙
未
、
丙
申
の
間
、
予
の
輩
数
人

文
字
の
会

を
為
り
、
暇
あ
ら
ば
即
ち
相
与
に
詩
を
賦
し
て
楽
し
み
と
為

す
。

厲
鶚
十
一
、
二
歳
の
頃
、
杭
州
で
受
験
勉
強
の
合
間
に
友
人
達

と
詩
会
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
科
挙
を
学
ぶ
学

生
の
中
で
は
、
特
殊
な
こ
と
だ
っ
た
よ
う
だ
。
つ
ま
り
「
挙
子
業
」

に
取
り
組
む
な
ら
詩
を
作
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
多
く
の
学
生
の

態
度
で
あ
っ
た
。
乙
未
、
丙
申
は
、
康
熙
五
十
四
、
五
十
五
年
に

あ
た
り
、
時
期
と
し
て
は
科
挙
に
詩
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
前
と
な

る
。
同
時
代
の
呉
敬
梓
『
儒
林
外
史
』
第
三
回
に
は
、
詩
を
学
ぶ

魏
好
古
な
る
童
生
を
、
試
験
官
の
周
進
が
叱
り
つ
け
る
有
名
な
場

面
が
あ
る
。

那
童
生
道
、「
童
生
詩
、
詞
、
歌
、
賦
都
会
、
求
大
老
爺
出
題

面
試
。
」
学
道
変
了
臉
道
、
「
当
今
天
子
重
文
章
、
足
下
何
須
講

漢
唐
。
像
你
做
童
生
的
人
、
只
該
用
心
做
文
章
。
那
些
雑
覧
、

学
他
做
甚
麼
。
況
且
本
道
奉
旨
到
此
衡
文
、
難
道
是
来
此
同
你

談
雑
学
的
麼
。
…
…
。
」

（
呉
敬
梓
『
儒
林
外
史
』
第
三
回
）

そ
の
童
生
は
言
っ
た
「
私
は
詩
、
詞
、
歌
、
賦
い
ず
れ
得

意
で
す
の
で
、
ど
う
か
出
題
し
て
私
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。」

学
道
は
顔
色
を
変
え
て
言
っ
た
。「
当
今
の
天
子
様
は
文
章
を

重
ん
じ
て
お
ら
れ
る
。
お
前
は
ど
う
し
て
漢
や
唐
（
の
詩
賦
）

を
持
ち
出
す
の
だ
。
お
前
の
よ
う
な
童
生
は
、
た
だ
心
を
文

章
を
作
る
こ
と
に
も
ち
い
ね
ば
な
ら
ん
。
あ
の
よ
う
な
雑
著

な
ど
、
学
ん
で
ど
う
す
る
。
ま
し
て
や
本
官
は
聖
旨
を
い
た

だ
い
て
こ
こ
に
文
章
を
評
定
し
に
来
て
い
る
の
で
、
お
前
と

雑
学
を
語
る
た
め
な
ど
で
あ
る
も
の
か
。」

こ
こ
で
も
詩
は
雑
学
と
さ
れ
、
科
挙
の
学
業
の
妨
げ
と
さ
れ
て

い
る
。
康
熙
の
進
士
で
あ
っ
た
何
焯
の
『
義
門
先
生
集
』
に
も
、

詩
や
古
文
を
作
る
者
を
嘲
笑
し
て
「
雑
学
」
と
言
っ
た
と
い
う
記

述
が
見
え
る
。

吾
郡
士
子
専
工
制
挙
之
文
、
間
有
従
事
詩
古
文
者
、
相
与
目

笑
之
為
雑
学
。
（
『
義
門
先
生
集
』
巻
一
「
恭
祝
伯
母
武
陵

太
夫
人
八
秩
栄
寿
詩
序
」）

吾
が
郡
の
士
子

専
ら
制
挙
の
文
に
工
に
し
て
、
間
ま
詩

古
文
に
従
事
す
る
者
有
れ
ば
、
相
与
に
目
し
て
之
を
笑
ひ
て

雑
学
と
為
す
。

こ
の
よ
う
に
、
科
挙
に
と
っ
て
は
詩
は
邪
道
、
雑
学
と
さ
れ
て

い
た
が
、
同
時
期
に
、
宮
中
で
は
詩
を
非
常
に
重
視
す
る
動
き
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
康
熙
帝
が
詩
賦
を
愛
好
し
、
詩
賦
に
対
す
る
造

詣
も
深
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
康
熙
朝
に
翰
林
院
で
数
多
く
行
わ

れ
た
修
書
事
業
の
中
で
も
、
詩
賦
に
関
す
る
も
の
が
非
常
に
多
い
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こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
を
以
下
に
挙

げ
る
。

康
熙
四
十
五
年
『
御
定
歴
代
賦
彙
』
正
集
一
百
四
巻
外
集
二
十

巻
逸
句
二
巻
補
遺
二
十
二
巻
目
録
三
巻

康
熙
四
十
六
年
『
全
唐
詩
』
九
百
巻
目
録
十
二
巻

康
熙
四
十
六
年
『
欽
定
歴
代
題
画
詩
類
』
一
百
二
十
巻

康
熙
四
十
六
年
『
佩
文
斎
詠
物
詩
選
』
四
百
八
十
六
巻

康
熙
四
十
七
年
『
佩
文
斎
広
群
芳
譜
』
一
百
巻

康
熙
四
十
八
年
『
御
選
宋
金
元
明
四
朝
詩
』
三
百
二
巻

康
熙
四
十
九
年
『
淵
鑑
類
函
』
四
百
五
十
巻
目
録
四
巻

康
熙
五
十

年
『
佩
文
韻
府
』
一
百
六
巻

康
熙
五
十
一
年
『
御
製
避
暑
山
荘
詩
』
二
巻

康
熙
五
十
二
年
『
御
選
唐
詩
』
三
十
二
巻

康
熙
五
十
五
年
『
清
聖
祖
御
製
詩
』
初
集
十
巻
、
二
集
十
巻
、

三
集
八
巻

康
熙
五
十
九
年
『
韻
府
拾
遺
』
一
百
六
巻

康
熙
六
十
一
年
『
分
類
字
錦
』
六
十
四
巻

こ
れ
ら
は
詩
を
分
類
収
集
し
た
も
の
か
ら
、
注
釈
を
施
し
た
も

の
、
ま
た
詩
を
作
る
た
め
の
便
に
供
す
る
も
の
な
ど
、
実
に
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
編
纂
事
業
を
奨
励
し
た
康
熙
帝
の

詩
に
対
す
る
考
え
は
各
所
に
表
れ
て
い
る
。

朕
万
幾
余
暇
、
留
意
篇
什
、
広
捜
博
採
、
已
刻
全
唐
詩
集
。

而
自
曩
昔
披
覧
、
嘗
取
其
尤
者
、
彙
為
一
編
。
…
…
因
命
儒
臣
、

依
次
編
注
、
朕
親
加
考
訂
。
一
字
一
句
、
必
溯
其
源
流
、
条
分

縷
析
、
其
有
徴
引
、
訛
誤
及
脱
漏
者
、
随
諭
改
定
。
逾
歳
告
成
。

因
付
開
雕
、
以
示
後
学
。

（
聖
祖
康
熙
帝
「
御
選
唐
詩
序
」
）

朕

万
幾
の
余
暇
、
篇
什
に
留
意
し
、
広
く
捜
し
博
く
採

り
、
已
に
全
唐
詩
集
を
刻
す
。
而
し
て
曩
昔
よ
り
披
覧
し
、

嘗
て
其
の
尤
な
る
者
を
取
り
て
、
彙
め
て
一
編
と
為
す
。
…

…
因
り
て
儒
臣
に
命
じ
て
、
次
に
依
り
て
編
注
せ
し
め
、
朕

親
ら
考
訂
を
加
ふ
。
一
字
一
句
、
必
ず
其
の
源
流
に
溯
り
、

条
分
縷
析
し
、
其
の
徴
引
、
訛
誤
及
び
脱
漏
の
者
有
ら
ば
、

諭
に
随
ひ
て
改
定
せ
し
む
。
逾
歳
告
成
す
。
因
り
て
開
雕
に

付
し
、
以
て
後
学
に
示
す
。

『
御
選
唐
詩
』
は
、『
全
唐
詩
』
か
ら
詩
を
選
び
、
注
を
付
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
朕
親
ら
考
訂
を
加
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

康
熙
帝
自
ら
考
訂
に
も
参
加
し
て
い
る
。
典
故
に
つ
い
て
は
源
流

た
る
過
去
の
作
品
に
遡
っ
て
確
認
し
て
お
り
、
更
に
刊
行
す
る
こ

と
で
後
学
に
示
す
、
と
、
詩
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
編
纂
し
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

更
に
康
熙
帝
は
、
翰
林
院
の
人
材
は
編
纂
事
業
に
従
事
す
る
任

務
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
文
学
に
習
熟
し
、
そ
の
他
の
知
識
を
広

く
兼
ね
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
こ
の
考
え

は
、
以
後
編
纂
事
業
を
重
ね
て
ゆ
く
う
ち
に
い
っ
そ
う
強
く
な
っ

た
の
み
な
ら
ず
、
編
纂
事
業
そ
の
も
の
が
教
養
を
養
う
た
め
の
重

要
事
だ
と
考
え
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
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諭
大
学
士
等
曰
、
翰
林
官
員
内
、
多
有
不
識
字
義
、
不
能
作

詩
文
者
。
此
皆
教
習
不
勤
之
故
。
…
…
又
諭
曰
、
道
学
者
、
聖

賢
相
伝
之
理
、
読
書
人
固
当
加
意
、
然
詩
文
亦
不
可
廃
。
或
有

務
取
道
学
之
名
、
竟
不
留
心
於
詩
文
者
、
此
皆
欺
人
耳
。

（
『
清
実
録
』
聖
祖

巻
二
五
六

康
熙
五
十
二
年
十
月
）

大
学
士
等
に
諭
し
て
曰
く
、
翰
林
官
員
内
、
多
く
字
義
を

識
ら
ず
、
詩
文
を
作
る
能
は
ざ
る
者
有
り
。
此
れ
皆
教
習
勤

め
ざ
る
の
故
な
り
。
…
…
又
諭
し
て
曰
く
、
道
学
な
る
者
は
、

聖
賢
相
伝
ふ
る
の
理
、
読
書
人
固
よ
り
当
に
意
を
加
ふ
べ
し
。

然
れ
ど
も
詩
文
も
亦
廃
す
べ
か
ら
ず
。
或
い
は
道
学
の
名
を

取
る
に
務
め
て
、
竟
に
心
を
詩
文
に
留
め
ざ
る
者
有
り
、
此

れ
皆

人
を
欺
く
の
み
、
と
。

教
養
あ
る
は
ず
の
翰
林
院
の
人
材
が
字
義
も
知
ら
ず
、
詩
文
も

作
れ
な
い
こ
と
を
、
康
熙
帝
は
教
育
の
不
足
と
嘆
い
て
い
る
。
ま

た
、
道
学
と
同
時
に
「
詩
文
」
は
廃
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と

強
調
す
る
。
こ
れ
は
『
御
選
唐
詩
』
刊
刻
の
歳
の
発
言
で
あ
り
、

「
後
学
に
示
す
」
と
は
こ
う
し
た
詩
文
の
教
養
不
足
を
嘆
い
た
上

で
の
発
言
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
翰
林
院
で
の
修
書
作
業
に
取
り
組
む
人
材
を

確
保
す
る
た
め
、
詩
文
の
才
あ
る
人
材
を
広
く
求
め
る
必
要
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
八
股
文
の
才
で
試
み
ら
れ
る
通
常
の
科
挙
で
は
確

保
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
清
朝
で
は
特
殊
な
試
験
が

実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
が
博
学
鴻
詞
で
あ
る
。
博
学
鴻
詞
は
康
熙
十

八
年
と
、
乾
隆
元
年
、
二
年
の
三
度
の
み
行
わ
れ
た
。
試
験
は
詩

を
主
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た[

３]

。

康
熙
博
学
鴻
詞
は
、
明
史
編
纂
の
た
め
の
要
員
を
集
め
る
と
い

う
名
目
で
行
わ
れ
た
が
、
遺
民
を
人
材
と
し
て
取
り
込
む
の
が
主

な
目
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。「
己
未
試
題
、「
璇
璣
玉
衡
賦
」
，「
御

製
省
耕
七
（
「
七
」
は
「
五
」
の
誤
り
）
言
排
律
詩
二
十
韻
」
」（
『
聽

雨
叢
談
』
巻
四
「
博
学
鴻
詞
制
科

経
学
制
科
」
）
な
ど
の
試
題
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
詩
賦
を
以
て
試
験
が
実
施
さ
れ
、
朱
彝
尊
、

査
慎
行
、
王
士
禛
ら
清
初
の
名
だ
た
る
詩
人
が
採
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
乾
隆
年
間
も
詩
賦
を
以
て
試
さ
れ
、
杭
世
駿
、
沈
廷

芳
、
斉
召
南
な
ど
、
詩
文
経
学
で
名
を
残
す
人
材
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
博
学
鴻
詞
以
外
に
も
、
「
召
試
」
と
い
う
試
験
が
あ
っ
た
。

「
召
試
」
に
つ
い
て
狩
野
直
喜
氏
は
、『
清
朝
の
制
度
と
文
学
』（
み

す
ず
書
房

一
九
八
四
）
で
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
又
召
試
と
い
ふ
事
あ
り
。
そ
れ
は
康
熙
・
乾
隆
そ

れ
か
ら
嘉
慶
の
と
き
に
も
行
は
れ
た
る
事
な
り
。そ
れ
は
康
熙
・

乾
隆
諸
帝
は
屡
々
江
南
に
巡
幸
あ
り
き
。
江
南
は
学
士
文
人
の

多
き
地
方
な
れ
ば
、
各
々
争
う
て
詩
賦
を
作
り
て
之
を
奉
る
。

然
る
と
き
は
天
子
之
れ
を
閲
し
、
其
の
尤
も
佳
な
る
も
の
を
選

び
、
作
者
を
行
在
に
召
し
、
別
に
御
題
を
賜
は
り
て
之
れ
を
試

み
、
其
の
甲
乙
に
よ
り
て
官
を
賜
ふ
。
清
朝
文
人
の
伝
記
を
見

れ
ば
、
此
の
恩
典
に
浴
し
た
る
も
の
頗
る
多
し
。

前
に
挙
げ
た
る
如
く
、
時
を
定
め
て
行
ふ
科
挙
に
よ
り
て
士
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を
取
る
外
、
臨
時
に
鴻
博
、
経
学
、
召
試
等
の
こ
と
あ
り
て
、

学
士
文
人
は
其
の
文
芸
を
以
て
功
名
の
門
に
進
む
こ
と
を
得
た

り
。

皇
帝
の
巡
幸
に
際
し
て
詩
を
献
上
し
、
選
ば
れ
る
と
お
召
し
が

か
か
り
、
皇
帝
が
直
接
出
題
し
た
詩
題
に
よ
っ
て
詩
を
詠
ず
る
。

そ
の
詩
に
よ
っ
て
任
官
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
の
が
「
召
試
」
で

あ
る
。『
郎
潜
紀
聞
二
筆
』
巻
十
四
「
本
朝
特
科
得
人
之
盛
」
に
は
、

康
熙
朝
で
は
江
浙
へ
の
二
度
の
南
巡
で
七
十
三
人
、
乾
隆
朝
の
江

浙
へ
六
度
、
山
東
へ
三
度
、
天
津
へ
四
度
の
巡
幸
の
折
り
に
、
召

試
に
よ
り
、
百
二
十
七
人
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る[

４]

。

こ
の
よ
う
に
、
清
代
は
、
科
挙
の
正
式
な
科
目
に
詩
が
な
か
っ

た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
、
博
学
鴻
試
、
召
試
と
い
う
、
詩

で
任
官
が
か
な
う
ル
ー
ト
が
あ
り
、
詩
を
作
る
こ
と
に
は
、
地
位

を
得
る
た
め
の
相
応
の
価
値
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で

は
必
ず
し
も
雑
学
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
流
れ
と
必
ず
し
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
し

て
「
集
句
詩
」
が
あ
っ
た
。

二

清
代
の
集
句
詩

そ
も
そ
も
集
句
と
は
、
過
去
の
詩
文
の
句
を
用
い
て
そ
れ
を
組

み
合
わ
せ
、
新
た
に
詩
文
を
作
る
こ
と
を
言
っ
た
。
そ
の
始
ま
り

は
、
晋
の
傅
咸
の
「
七
経
詩
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
孝
経
』
『
論

語
』
『
毛
詩
』
『
周
易
』
『
周
官
』
『
左
伝
』
の
句
を
多
少
の
変
更
を

加
え
つ
つ
組
み
合
わ
せ
四
言
詩
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

清
の
黄
之
雋
『
香
屑
集
』
の
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
、
集

句
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
香
屑
集
』
十
八
巻
…
…
国
朝
黄
之
雋
撰
。
之
雋
字
石
牧
、

号
唐
堂
、
華
亭
人
。
康
熙
辛
丑
進
士
、
官
至
右
春
坊
、
右
中
允
。

是
編
皆
集
唐
人
之
句
為
香
匳
詩
、
凡
古
今
体
九
百
三
十
余
首
。

前
有
自
序
、
亦
集
唐
人
文
句
為
之
、
凡
二
千
六
百
余
餘
言
。
集

句
為
詩
、
始
晋
傅
咸
、
今
載
於
『
芸
文
類
聚
』
者
、
皆
寥
寥
数

句
、
声
韻
僅
諧
。
劉
勰
『
明
詩
』
不
列
是
体
、
蓋
継
之
者
無
其

人
也
。
有
唐
一
代
無
格
不
備
、
而
自
韋
蟾
妓
女
続
楚
詞
両
句[

５]

之
外
、
是
体
竟
亦
闕
如
。
至
北
宋
石
延
年
、
王
安
石
、
間
以
相

角
、
而
未
入
於
集
。
孔
武
仲
始
以
入
集
、
而
別
録
成
巻
、
尚
未

単
行
。
南
宋
李

之
『
梅
花
衲
翦
綃
集
』
、
文
天
祥
之
『
集
杜
詩
』
、

始
別
著
録
。
然
巻
帙
亦
無
多
。
之
雋
是
編
雖
取
諸
家
之
成
句
、

而
対
偶
工
整
、
意
義
通
貫
、
排
比
聯
絡
、
渾
若
天
成
。

（
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
百
七
十
三
「
香
屑
集
十
八
巻
」
）

『
香
屑
集
』
十
八
巻
…
…
国
朝
黄
之
雋
撰
。
之
雋
字
は
石

牧
、
唐
堂
を
号
と
し
、
華
亭
の
人
。
康
熙
辛
丑
の
進
士
、
官

は
右
春
坊
、
右
中
允
に
至
る
。
是
の
編
皆
唐
人
の
句
を
集
め

て
香
匳
詩
と
為
し
、
凡
そ
古
今
体
九
百
三
十
余
首
。
前
に
自

序
有
り
、
亦
唐
人
文
句
を
集
め
て
之
を
為
り
、
凡
そ
二
千
六

百
余
言
。
句
を
集
め
て
詩
を
為
る
は
、
晋
の
傅
咸
に
始
ま
り
、

今
『
芸
文
類
聚
』
に
載
る
者
、
皆
寥
寥
数
句
、
声
韻
僅
か
に

諧
ふ
の
み
。
劉
勰
『
明
詩
』
は
是
の
体
を
列
ね
ず
、
蓋
し
之

を
継
ぐ
者
に
其
の
人
無
け
れ
ば
な
り
。
有
唐
一
代
は
格
の
備
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は
ら
ざ
る
無
く
し
て
、
韋
蟾
の
妓
女
、
続
楚
詞
両
句
の
外
、

是
の
体
竟
に
亦
闕
如
た
り
。
北
宋
の
石
延
年
、
王
安
石
に
至

り
、
間
ま
以
て
相
角
す
る
も
、
而
も
未
だ
集
に
入
れ
ず
。
孔

武
仲
始
め
て
以
て
集
に
入
れ
て
、
別
録
し
て
巻
と
成
す
も
、

尚
ほ
未
だ
単
行
せ
ず
。
南
宋
の
李

の
『
梅
花
衲
翦
綃
集
』、

文
天
祥
の
『
集
杜
詩
』、
始
め
て
別
に
著
録
す
。
然
れ
ど
も
巻

帙
亦
多
き
こ
と
無
し
。
之
雋
の
是
の
編

諸
家
の
成
句
を
取

る
と
雖
も
、
而
も
対
偶
工
整
、
意
義
通
貫
し
、
排
比
聯
絡
し

て
、
渾
と
し
て
天
成
の
ご
と
し
。

黄
之
雋
の
「
香
屑
集
」
は
、
艶
詩
を
唐
詩
句
を
用
い
て
集
句
詩
の

形
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
提
要
で
は
、
北
宋
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
集
句
詩
と

し
て
形
に
な
る
も
の
が
な
か
っ
た
と
す
る
。
南
宋
で
は
じ
め
て
作
品
集

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
出
現
し
た
が
、
作
品
の
分
量
は
多
く
な

い
。
元
明
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
清
の
黄
之
雋
に
至
り
、
は
じ
め

て
大
き
な
作
品
集
と
な
っ
た
と
い
う
。
黄
之
雋
は
康
熙
七
年
か
ら

乾
隆
十
三
年
の
人
で
、
科
挙
に
詩
賦
が
入
っ
て
い
な
い
時
期
に
、

清
代
を
代
表
す
る
こ
の
集
句
詩
集
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
科
挙
と
関
係
の
な
い
所
で
集
句
詩
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た

可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

宋
代
に
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
集
句
詩
は
、
戯
作
と

し
て
作
ら
れ
る
の
が
主
で
あ
っ
た
。
最
も
優
れ
た
作
者
と
さ
れ
る

の
が
王
安
石
で
、
張
明
華
氏
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
の
作
品
数
は
、
『
全

宋
詩
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
、
六
十
八
首
に
の
ぼ
る

[

６]

。
や
が
て
明
代
に
な
る
と
、
集
句
詩
は
更
に
盛
ん
に
な
り
、
清

代
は
よ
り
一
層
盛
ん
に
集
句
が
作
ら
れ
た
と
い
う
。
集
選
句
が
盛

ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
知
る
上
で
、
ま
ず
集
句
詩

が
ど
う
見
ら
れ
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
集
句

詩
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
の
例
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
る
。

清
代
を
代
表
す
る
集
句
詩
集
、
黄
之
雋
撰
『
香
屑
集
』
に
つ
い

て
の
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
、
「
対
偶
工
整
に
し
て
、
意
義
は

通
貫
し
、
排
比
聯
絡
、
渾
と
し
て
天
成
の
若
し
。
」
「
其
の
記
誦
の

博
き
こ
と
、
運
用
の
巧
、
亦
一
の
才
無
か
る
べ
か
ら
ず[

７]

」
と
、

句
の
組
み
合
わ
せ
の
妙
、
で
き
あ
が
っ
た
作
品
の
文
脈
が
き
れ
い

に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、
詩
句
を
広
く
暗
記
し
て
用
い
、
自
然
に

で
き
あ
が
っ
た
か
の
よ
う
な
詩
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
絶
賛
し
て

い
る
。
博
識
と
文
才
が
両
立
し
て
い
る
こ
と
に
詩
人
の
優
秀
さ
を

見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
集
句
を
作
る
こ
と
は
、
知
的
で

学
問
が
あ
る
こ
と
の
証
左
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
集
句
詩
が
所
詮
借
り
物
の
詩
句
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た

も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
や
軽
視
も
当
然
あ
っ
た
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
集
句
が
清
代
に
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

例
を
も
う
一
つ
挙
げ
て
お
く
。
杭
州
の
柴
傑
に
よ
る
『
西
湖
百
詠
』

（
『
武
林
掌
故
叢
編
』
所
収
）
で
あ
る
。
『
西
湖
百
詠
』
は
、
乾
隆

十
六
年
（
一
七
五
一
）
春
三
月
に
、
乾
隆
皇
帝
が
南
巡
し
て
杭
州

を
訪
れ
た
際
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る[

８]

。
前
半
は
『
西
湖
遊

覧
志
』『
西
湖
志
』
等
を
用
い
、
西
湖
に
関
す
る
こ
と
を
一
字
一
句

の
注
に
原
書
を
示
し
た
上
で
記
し
た
、
歴
史
資
料
の
よ
う
な
作
り

に
な
っ
て
い
る
。
同
じ
杭
州
の
厲
鶚
達
が
雍
正
二
（
一
七
二
四
）

年
に
作
成
し
た
『
南
宋
雑
事
詩
』
の
よ
う
な
作
り
方
で
あ
る
。
そ
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し
て
後
半
が
唐
詩
を
集
め
た
集
句
と
な
っ
て
い
る
。
朱
珪
の
序
に

以
下
の
よ
う
に
言
う
。

集
句
一
体
、
談
詩
者
多
略
之
、
謂
其
不
自
己
出
、
無
関
性
霊

也
。
…
…
銭
唐
柴
子
臨
川
好
為
此
体
、
綴
緝
自
然
、
有
天
衣
無

縫
之
妙
。
…
…
辛
未
春
、
翠
華
莅
浙
、
臨
川
曾
献
西
湖
十
景
集

句
、
与
邀
恩
賚
、
丙
午
膺
郷
薦
、
礼
闈
後
、
蒙
特
恩
賜
銜
国
子

監
学
正
。
…
…
予
謂
、
非
読
万
首
詩
、
不
能
為
集
句
。
于
此
見

臨
川
之
読
書
、
用
力
深
而
取
材
富
也
。（
『
西
湖
百
詠
』
朱
珪
序
）

集
句
の
一
体
、
詩
を
談
ず
る
者
多
く
之
を
略
し
、
其
の
自

己
よ
り
出
で
ず
、
性
霊
に
関
わ
る
無
し
と
謂
ふ
。
…
…
銭
唐

の
柴
子
臨
川
好
ん
で
此
の
体
を
為
り
、
綴
緝
す
る
こ
と
自
然
、

天
衣
無
縫
の
妙
有
り
。
…
…
辛
未
春
、
翠
華
浙
に
莅
む
に
、

の
ぞ

臨
川
曾
て
西
湖
十
景
集
句
を
献
め
、
恩
賚
を
邀
ふ
る
に
与
か

す
す

ら
い

り
、
丙
午
郷
薦
を
膺
け
、
礼
闈
の
後
、
特
恩
を
蒙
り
国
子
監

う

学
正
を
賜
銜
す
。
…
…
予
謂
へ
ら
く
、
万
首
の
詩
を
読
む
に

非
ざ
れ
ば
、
集
句
を
為
る
こ
と
能
は
ず
、
と
。
此
に
于
い
て

臨
川
の
書
を
読
み
、
力
を
用
ふ
る
こ
と
深
く
し
て
材
を
取
る

に
富
む
を
見
る
な
り
。

集
句
と
い
う
詩
体
に
つ
い
て
は
、
詩
を
語
る
者
の
多
く
が
そ
の

こ
と
を
略
す
、
と
い
う
の
は
、
集
句
詩
を
記
録
し
な
い
こ
と
を
言

う
。
集
句
詩
に
作
者
の
独
創
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
作
品
を
軽
視

す
る
者
も
あ
る
中
で
、
杭
州
銭
塘
の
柴
傑
は
こ
の
詩
体
を
好
ん
で

作
り
、
自
然
な
作
品
を
作
り
上
げ
、
賞
賛
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し

て
乾
隆
帝
南
巡
の
折
に
西
湖
十
景
の
集
句
詩
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
、

乾
隆
帝
に
認
め
ら
れ
、
国
子
監
学
正
を
賜
っ
た
と
い
う
。
集
句
詩

は
、
献
上
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
体
で
あ
り
、
ま
た
官
位
を
賜
る

に
値
す
る
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
先
に
述
べ

た
召
試
に
あ
た
る
。
集
句
詩
は
、
科
挙
に
か
わ
る
博
学
鴻
試
、
召

試
な
ど
の
詩
に
よ
る
試
験
に
お
い
て
、
詩
才
を
評
価
さ
れ
る
重
要

な
詩
体
で
あ
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
当
時
の
著
名
な
士
大
夫
で

清
代
で
最
も
優
れ
た
詩
人
と
称
さ
れ
る
朱
彝
尊
、
王
士
禛
、
査
慎

行
、
厲
鶚
、
斉
召
南
ら
は
、
い
ず
れ
も
集
句
詩
を
作
っ
て
お
り
、

四
庫
全
書
総
纂
官
に
任
じ
ら
れ
た
紀
昀
に
も
唐
文
の
句
を
集
め
た

集
句
詩
が
あ
り
、
そ
の
自
序
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
聖
天
子
駆
馭
虎
貔
、
翦
除
狼
虺
、
通
亘
古
不
通
之
険
、
…

…
其
可
不
作
為
文
章
、
以
歌
詠
休
明
。
顧
学
殖
荒
落
詞
不
副
意
、

不
敢
自
為
撰
著
、
謹
仿
晋
傅
咸
集
句
為
詩
之
例
、
裒
緝
唐
人
旧

文
、
排
比
倫
次
、
為
雅
詩
十
二
章
、
以
賡
揚
盛
烈
昭
示
。

（
紀
昀
「
頌
平
定
両
金
川
雅
謹
序
」
乾
隆
四
十
一
年
代
作
『
紀

文
達
公
遺
集
』
巻
三
）

今
聖
天
子
虎
貔
を
駆
馭
し
、
狼
虺
を
翦
除
し
、
亘
古
不
通

の
険
を
通
ず
、
…
…
其
れ
文
章
を
作
為
し
て
、
以
て
休
明
を

歌
詠
ざ
る
べ
け
ん
や
。
顧
る
に
学
殖
荒
落
し
詞
意
に
副
は
ず
、

敢
へ
て
自
ら
撰
著
を
為
さ
ず
、
謹
み
て
晋
の
傅
咸
集
句
も
て

詩
を
為
る
の
例
に
仿
ひ
、
唐
人
の
旧
文
を
裒
緝
し
、
排
比
す

る
こ
と
倫
次
、
雅
詩
十
二
章
と
為
し
、
以
て
盛
烈
を
賡
揚
し

て
昭
示
す
。
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こ
こ
で
は
、
皇
帝
に
献
上
す
る
頌
に
、
な
ぜ
集
句
と
い
う
形
式

を
用
い
る
の
か
と
い
う
理
由
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
子
の

活
躍
を
宣
べ
る
の
に
、
学
殖
の
不
足
し
て
い
自
分
の
言
葉
を
用
い

る
こ
と
は
不
遜
で
あ
る
た
め
、
集
句
の
作
者
傅
咸
に
倣
っ
て
唐
人

の
文
句
を
並
べ
て
詩
を
作
り
、
天
子
の
徳
を
示
す
と
い
う
。
古
人

の
句
は
権
威
の
あ
る
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
る
集
句
詩
は
、

作
品
を
贈
ら
れ
る
相
手
へ
の
崇
敬
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

認
識
で
あ
り
、
こ
う
し
た
場
で
は
、
作
者
の
個
性
や
心
情
は
優
先

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

柴
傑
の
集
句
詩
が
皇
帝
の
南
巡
に
献
上
さ
れ
た
の
も
、
同
様
の

理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
清
代
の
集
句
に
は
、
権
威
を
ま

と
っ
た
言
葉
に
よ
る
、
権
威
有
る
者
に
献
上
す
る
作
品
と
い
う
一

面
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
古
典
の
知
識
に
富
み
、
そ
れ
を
自
在

に
詩
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
詩
才
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ま
た
、

権
威
有
る
古
典
の
語
を
用
い
て
、
相
手
へ
の
崇
敬
の
念
を
示
す
も

の
と
し
て
、
集
句
詩
は
尊
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
集

選
詩
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

三

清
代
の
「
集
選
詩
」

集
句
詩
の
中
に
は
、
特
定
の
人
、
作
品
集
、
時
代
、
梅
花
な
ど

の
句
を
集
め
て
作
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ

う
し
た
類
別
の
集
句
詩
の
中
で
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
唐
詩
の
句

を
集
め
た
「
集
唐
詩
」
で
あ
る
。
張
明
華
・
李
暁
黎
『
集
句
詩
文

献
研
究
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社

二
〇
一
二
）
は
、
調
査
し
た

限
り
の
集
句
詩
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
記
し
た
労
作
で

あ
る
が
、
歴
代
最
も
多
い
の
は
「
集
唐
詩
」
で
あ
り
、
類
別
の
集

句
詩
が
増
加
し
た
と
言
わ
れ
る
清
代
に
あ
っ
て
も
、
集
句
の
ほ
と

ん
ど
が
「
集
唐
詩
」
で
あ
り
、
つ
い
で
「
集
杜
詩
」
と
続
く
。『
文

選
』
の
句
を
集
め
た
「
集
選
詩
」
は
、
極
め
て
少
数
派
だ
っ
た
と

い
え
る
。
よ
っ
て
、「
集
選
詩
」
に
関
す
る
論
稿
は
多
く
は
な
い
。

張
明
華
『
文
化
視
域
中
的
集
句
詩
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社

二
〇
一
四
）
は
、「
集
選
詩
」
を
特
に
と
り
あ
げ
て
論
じ
た
貴
重

な
研
究
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
参
考
に
し
つ
つ
、
清
代

の
「
集
選
詩
」
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
集
選
詩
」
の
最
初
は
、
宋
の
孔
平
仲
の

「
集
文
選
句
贈
別
」
、
「
文
選
集
句
寄
慎
思
、
交
代
学
士
、
慎
思
遊

岳
、
老
夫
守
舎
、
叙
述
游
旧
。
慎
問
交
承
与
夫
舎
舟
登
陸
之
策
、

俱
在
此
矣
」
（
『
清
江
三
孔
集
』
巻
二
十
八
）
の
二
首
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
詩
は
、「
詩
戯
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
遊
び
の
詩

と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
詩
戯
」
に
は
、
他
に

集
唐
詩
「
方
逢
原
借
示
方
先
生
詩
以
集
句
詩
贈
之
」
も
あ
り
、
と

く
に
『
文
選
』
に
拘
る
こ
と
な
く
集
句
詩
を
作
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

「
集
文
選
句
贈
別
」
は
、
各
詩
句
の
後
ろ
に
、
引
用
し
た
詩
句
の

作
者
の
名
を
入
れ
、
例
え
ば
「
離
別
在
須
臾
［
李
少
卿
］、
置
酒
宴

所
歡
［
陸
士
衡
］、
借
問
此
何
時
［
張
景
陽
］
…
…
」
と
言
っ
た
形

で
作
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
方
の
「
文
選
集
句
寄
慎
思
…
…
」
は
、

詩
題
に
「
文
選
集
句
」
と
言
う
の
み
で
、
句
中
に
作
者
名
を
記
さ

な
い
。
こ
れ
ら
の
詩
句
の
詳
し
い
典
故
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触

れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
贈
答
の
詩
と
し
て
集
選
詩
が
用
い
ら
れ
て
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い
る
。
こ
う
し
た
遊
び
と
し
て
の
集
句
、
交
游
の
中
に
用
い
ら
れ

る
集
句
と
い
う
の
が
、
そ
も
そ
も
の
集
選
詩
の
出
発
で
あ
っ
た
。

孔
平
仲
以
降
、
集
選
詩
と
し
て
残
る
も
の
は
な
く
、
張
明
華
氏
に

よ
る
と
、
明
の
帰
荘
に
「
嘗
戯
為
集
選
十
数
章
」
と
い
う
文
が
あ

る
も
の
の
、
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
よ
っ
て
そ
の
後
の
進
展

は
、
清
代
の
集
選
詩
を
見
る
ほ
か
な
い
。

清
代
に
入
る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
乾
隆
年
間
に
科
挙
に

詩
賦
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
文
選
』
の
価
値
が
増
す

に
つ
れ
て
、
集
選
詩
も
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
、
張
明
華
『
文

化
視
域
中
的
集
句
詩
研
究
』
か
ら
見
て
取
れ
る[

９]

。
本
稿
で
は
、

そ
れ
以
前
の
集
選
詩
も
含
め
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
そ
の
部

分
を
補
う
こ
と
で
、
清
代
の
集
選
詩
の
全
体
像
が
見
え
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

康
熙
・
乾
隆
帝
の
詩
の
愛
好
、
博
学
鴻
試
、
召
試
な
ど
に
よ
り
、

科
挙
に
詩
が
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
時
期
に
も
、
す
で
に
詩
作
の
熱

が
一
部
で
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
、
高
度
に
知
識
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
皇

帝
な
ど
の
権
威
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
詩
に
取
り
入
れ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
集
句
詩
が
登
場
す
る
場
面
が
増
え
、
特
に
権
威
に
献
上

す
る
も
の
と
し
て
作
ら
れ
た
集
句
詩
の
中
に
、『
文
選
』
の
句
を
利

用
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
一
方
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
で
作
ら
れ
た
「
集
選

詩
」
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
性
質
の
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
に
わ
け
て
、
清
代
「
集
選
詩
」
を
見
て
み
る

こ
と
と
す
る
。

（
一
）
宮
中
慶
典
の
集
選
詩

皇
帝
に
献
上
す
る
、
あ
る
い
は
皇
帝
へ
の
敬
意
を
込
め
て
作
ら

れ
た
宮
中
で
の
一
聯
の
詩
の
中
に
「
集
選
詩
」
が
見
ら
れ
る
。
張

明
華
氏
は
、
清
代
の
「
集
選
詩
」
の
中
に
、
「
組
詩
」
と
し
て
、
集

選
詩
が
ま
と
ま
っ
て
発
表
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の

大
変
は
、
皇
帝
に
献
上
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
そ
の
例
を
挙
げ

る[
]

。

10

１

周
清
原
「
聖
駕
臨
幸
闕
紀
（
集
選
詩
）
」
四
首
。『
幸
魯
盛
典
』

巻
二
十
五
。

２

徳
昌
「
万
寿
頌
十
六
章
（
集
文
選
句
并
序
）
」
十
六
首
。
『
八

旬
万
寿
盛
典
』
巻
一
百
四
。

３

程
昌
期
「
万
寿
頌
十
六
章
（
集
文
選
并
序
）
」
十
六
首
。
載
于

『
八
旬
万
寿
盛
典
』
巻
一
百
十
。

４

馮
集
梧
「
万
寿
詩
十
章
（
集
文
選
并
序
）」
十
首
。
載
于
『
八

旬
万
寿
盛
典
』
巻
一
百
十
一
。

５

顧
王
霖
「
万
寿
頌
十
二
章
（
集
文
選
并
序
）
」
十
二
首
。
載
于

『
八
旬
万
寿
盛
典
』
巻
一
百
十
。

そ
こ
で
、
皇
帝
に
献
上
さ
れ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
「
集
選
詩
」

に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
周
清
原
「
聖
駕
臨
幸
闕
紀
（
集
選
詩
）
」
四
首
は
、
『
幸
魯

盛
典
』
に
収
録
さ
れ
る
。
『
幸
魯
盛
典
』
は
、
康
熙
二
十
三
（
一
六

八
四
）
年
、
孔
子
の
六
十
七
代
の
嫡
長
孫
に
あ
た
る
孔
毓
圻
の
編
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著
で
あ
る
が
、
康
熙
帝
が
康
熙
二
十
三
年
に
山
東
の
孔
子
旧
居
に

巡
幸
し
、
真
筆
に
よ
る
「
万
世
師
表
」
を
贈
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

も
知
ら
れ
る
。
周
清
原
の
集
選
詩
は
、
こ
の
康
熙
帝
巡
幸
に
際
し

て
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
四
庫
全
書
』
に
収
録
さ
れ
る
。「
集

選
詩
」
と
詩
題
の
下
に
は
っ
き
り
と
記
し
て
あ
る
と
お
り
、
詩
句

は
全
て
『
文
選
』
か
ら
取
ら
れ
、
各
句
の
後
に
原
句
の
作
者
名
を

入
れ
る
。
四
首
は
五
言
十
二
句
の
形
を
と
る
が
、
こ
こ
で
は
第
一

首
の
最
初
四
句
を
挙
げ
る
。

我
皇
秉
至
徳
［
沈
約
］
時
泰
玉
階
平
［
任
昉
］
川
岳
遍
懐
柔

［
顔
延
之
］
民
思
歌
被
声
［
顔
延
之
］
…
…

我
が
皇
は
至
徳
を
秉
り
、
時
泰
ら
か
に
玉
階
平
か
な
り
。、
川
岳
遍

く
懐
柔
し
、
民
思

歌

声
に
被
る
。

「
我
皇
秉
至
徳
」
は
、
『
文
選
』
巻
二
十
沈
約
「
応
詔
楽
遊
苑
餞

呂
僧
珍
詩
」
の
句
、「
時
泰
玉
階
平
」
は
、
巻
二
十
三
任
昉
「
出
郡

伝
舎
哭
范
僕
射
」
、
「
川
岳
遍
懐
柔
」
は
、
巻
二
十
二
顔
延
之
「
車

駕
幸
京
口
三
月
三
日
侍
遊
曲
阿
後
湖
作
」
、
「
民
思
歌
被
声
」
は
、

巻
二
十
二
顔
延
之
「
拝
陵
廟
作
」
（
『
文
選
』
は
「
民
思
被
歌
声
」

に
作
る
）
の
句
で
、
い
ず
れ
も
『
文
選
』
詩
句
を
用
い
て
い
る
。

先
に
、
皇
帝
に
献
上
さ
れ
る
詩
に
集
句
詩
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
述

べ
た
が
、『
幸
魯
盛
典
』
に
は
、
集
句
詩
は
周
清
原
の
四
首
の
「
集

選
詩
」
以
外
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
『
文
選
』
が
用
い
ら
れ
た
の

は
、
皇
帝
に
捧
げ
る
句
を
引
用
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
権
威
あ
る
書

物
と
し
て
『
文
選
』
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
帝
を
言
祝
ぎ
、
宴
に
供
す
る
句
が
『
文
選
』
に
多
い
こ
と
も

集
句
詩
の
素
材
に
選
ば
れ
た
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
皇
帝
に
献
上
す
る
た
め
の
「
集
選
詩
」
は
、
乾
隆
年

間
に
急
激
に
増
加
す
る
。
そ
の
一
つ
が
『
八
旬
万
寿
盛
典
』
一
百

二
十
巻
に
収
録
さ
れ
る
一
群
の
「
集
選
詩
」
で
あ
る
。
『
八
旬
万
寿

盛
典
』
と
は
、
乾
隆
帝
の
八
十
歳
を
祝
し
、
そ
の
盛
世
を
た
た
え

る
も
の
と
し
て
阿
桂
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
乾
隆
五
十
七
年
に

完
成
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
の
巻
八
十
一
か
ら
巻
一
百
二
十
ま
で

が
歌
頌
と
な
っ
て
お
り
、
皇
子
、
臣
僚
、
生
監
等
が
献
上
し
た
詩

文
が
収
録
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
「
集
選
詩
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
八
旬
万
寿
盛
典
』
の
歌
頌
に
は
、
『
文
選
』
以
外
を
対
象
と
し
た

集
句
詩
、
集
句
頌
も
見
え
る
。
例
え
ば
、
翰
林
院
編
修
銭
栻
の
「
寿

叙
徴
篇
」
（
巻
一
百
十
）
は
「
集
五
経
」
と
し
て
、
『
尚
書
』
『
春

秋
』
『
詩
』
『
易
』
『
礼
記
』
の
句
を
集
め
る
。
他
に
も
翰
林
院
編

修
曹
振
鏞
「
歌
頌
万
寿
頌
十
二
章
〔
集
五
経
〕
」
（
巻
一
百
十
一
）

も
同
様
で
あ
り
、
こ
う
し
た
経
典
の
集
句
と
並
ん
で
「
集
選
句
」

が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
先
に
挙
げ
た
、
翰
林
院
侍
読
・
徳
昌
「
万
寿
頌
十
六
章

（
集
文
選
句
）
」
、
翰
林
院
編
集
・
程
昌
期
「
万
寿
頌
十
六
章
〔
集

文
選
〕
」
（
巻
一
百
十
一
）
、
翰
林
院
編
修
・
馮
集
梧
「
万
寿
詩
十

章
〔
集
文
選
〕
」
（
巻
一
百
十
一
）
、
「
翰
林
院
庶
吉
士
・
顧
王
霖
万

寿
頌
十
二
章
〔
集
文
選
〕
」（
巻
一
百
十
七
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

詩
句
の
作
者
を
明
記
し
て
お
ら
ず
、
題
に
「
集
文
選
句
」
と
記
す

の
み
で
あ
る
。
代
表
し
て
徳
昌
の
作
品
を
見
て
み
る
。
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（
序
）
臣
聞
天
生
烝
人
、
樹
之
以
君
、
莫
不
開
元
於
太
昊
。
伊

昔
有
皇
、
勲
超
遂
古
。
…
…
頌
曰
、
顕
朝
維
清
、
発
祥
流
慶
、

大
人
長
物
、
対
揚
成
命
…
…
（
徳
昌
「
万
寿
頌
十
六
章
（
集
文

選
句
并
序
）
」
『
八
旬
万
寿
盛
典
』
巻
一
百
四
）

臣
聞
く
天
烝
人
を
生
じ
、之
を
樹
つ
る
に
君
を
以
て
し
、
元

は
じ
め

を
太
昊
に
開
か
ざ
る
は
莫
し
。
伊
れ
昔
皇
有
り
、
勲
は
遂
古

こ

に
超
ゆ
。
…
…
頌
に
曰
く
、
顕
朝
維
れ
清
み
、
祥
を
発
し
慶

こ

す

を
流
す
。
大
人
は
物
を
長
ぜ
し
め
、
成
命
を
対
揚
す
…
…

序
の
「
臣
聞
天
生
烝
人
」「
樹
之
以
君
」
は
、
い
ず
れ
も
『
文
選
』

巻
三
十
七
劉
越
石
「
勧
進
表
」
、
「
莫
不
開
元
於
太
昊
」
（4

8

班
孟

堅
「
典
引
」
）
、
「
伊
昔
有
皇
」
は
巻
二
十
四
陸
機
「
答
加
賈
長
淵

一
首
并
序
」
の
詩
句
、「
勲
超
遂
古
」
は
、
巻
四
十
任
彦
昇
「
到
大

司
馬
記
室
牋
」
か
ら
採
っ
て
い
る
。
文
が
中
心
だ
が
、
詩
句
も
引

用
す
る
。
頌
の
「
顕
朝
維
清
」
は
巻
三
十
四
曹
植
「
七
啓
八
首
」、

「
発
祥
流
慶
」
は
四
十
八
班
固
「
典
引
」
、
「
大
人
長
物
」
は
、
巻

二
十
顔
延
之
「
皇
太
子
釈
奠
会
作
詩
」
、
「
対
揚
成
命
」
は
、
巻
二

十
陸
機
「
皇
太
子
讌
玄
圃
宣
猷
堂
有
令
賦
詩
」
の
句
を
取
っ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
詩
、
文
か
ら
句
を
集
め
、
詩
と
し
て
い
る
。

出
典
と
な
る
作
品
、
詩
句
は
、
皇
帝
を
言
祝
ぎ
讃
え
る
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
で
あ
る
。
序
で
九
百
三
十
三
字
、
頌
で
五
百
十
五
字
、

合
計
一
千
四
百
四
十
八
字
に
及
ぶ
作
品
を
、
全
て
『
文
選
』
の
句

で
作
り
上
げ
た
こ
の
作
品
は
、
か
な
り
の
労
作
で
あ
り
、
翰
林
院

官
員
の
知
性
を
、
皇
帝
の
前
で
示
し
う
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。

た
だ
、
慶
典
に
ふ
さ
わ
し
い
句
と
な
る
と
、
同
じ
よ
う
な
も
の
に

な
る
た
め
、
同
じ
作
品
か
ら
何
度
も
引
用
し
た
り
、
あ
る
い
は
同

じ
句
が
複
数
の
人
の
作
品
に
表
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ

で
も
『
文
選
』
に
拘
る
の
は
、
や
は
り
『
文
選
』
を
権
威
有
る
書

物
と
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
八
旬
万
寿
盛
典
』
に
収
め
ら

れ
た
幾
つ
か
の
集
句
の
詩
文
は
、
全
て
経
書
と
『
文
選
』
に
よ
る

も
の
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
権
威
有
る
も
の
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
お
り
、『
文
選
』
は
、
経
書
と
同
等

に
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

本
稿
の
最
初
に
取
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
小
尾
郊
一
氏
が
唐
代
の

『
文
選
』
に
つ
い
て
、
唐
代
に
お
い
て
文
選
学
が
盛
行
し
た
の
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
科
挙
に
詩
賦
を
課
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
当
時

『
文
選
』
は
経
書
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
だ
ろ
う
と
指
摘

し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
が
、
清
代
の
慶
典
に
献
上
さ
れ
る
集
句

詩
に
お
い
て
、『
文
選
』
は
や
は
り
経
書
と
同
様
の
地
位
を
獲
得
し

て
い
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
そ
の
意
味
合
い
は
唐
代
と
は
や
や
異

な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
つ
ま
り
唐
代
の
、
学
ぶ
べ
き
規
範
と
し
て

の
経
典
、
そ
れ
に
並
ぶ
『
文
選
』
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
く
、

皇
帝
と
い
う
権
威
に
献
上
し
、
慶
祝
す
る
に
値
す
る
格
式
あ
る
言

語
の
原
典
と
し
て
『
文
選
』
が
経
書
に
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
八
旬
万
寿
盛
典
』
に
先
だ
っ
て
、
宮
中
で
は
別
に
ま
た

多
く
の
人
か
ら
詩
を
乾
隆
帝
に
献
上
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
れ

を
ま
と
め
た
も
の
が
『
欽
定
千
叟
宴
詩
三
十
六
巻
』（
乾
隆
五
十
年
）

で
あ
る
。
実
は
康
熙
帝
の
時
に
も
『
御
定
千
叟
宴
詩
』
四
巻
が
編

纂
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
詩
集
に
収
録
さ
れ
る
詩
は
多
く
は
な
く
、

集
句
詩
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
『
千
叟
宴
詩
三
十
六
巻
』
は
、
乾
隆
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五
十
年
に
乾
隆
帝
が
祖
父
康
熙
帝
に
倣
い
、
皇
帝
自
身
が
詩
を
読

み
、
高
齢
の
官
紳
ら
が
唱
和
す
る
形
で
作
ら
れ
た
。
そ
こ
で
献
上

さ
れ
た
詩
の
中
に
、「
集
選
詩
」
を
含
む
集
句
詩
が
見
ら
れ
る
。
収

録
さ
れ
る
集
句
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

広
東
提
督
・
竇
璸
「
集
文
選
句
」
、
（
巻
二
）
、
瑪
爾
洪
阿
軽
車

、
、
、
、

都
尉
「
集
韓
愈
句
」（
巻
七
）
、
誥
封
通
議
大
夫
・
達
春
「
集
書
経
」

（
巻
七
）
、
副
参
領
・
巴
彦
岱
「
集
杜
甫
句
」
、
佐
領
・
王
維
賓
「
集、

文
選
句
」（
巻
九
）、
内
務
府
員
外
郎
・
楊
維
新
「
集
文
選
詩
」
（
巻

、
、
、

、
、
、
、

十
二
）
、
内
務
府
員
外
郎
・
福
喜
「
集
蘇
軾
句
」
（
巻
十
二
）
、
戸

部
員
外
郎
・
書
明
阿
「
集
蘇
軾
詩
句
」
（
巻
十
二
）
、
委
参
領
・
武

林
布
「
集
易
経
」（
巻
十
三
）
、
歩
軍
校
・
富
爾
敏

「
集
李
白
句
」

（
巻
十
四
）
、
驍
騎
校
・
達
三
泰
「
集
文
選
句
」
（
巻
十
九
）
原
任

、
、
、
、

八
品
筆
帖
式
・
札
蘭
泰
「
集
杜
甫
句
」
（
巻
二
十
七
）
、
馬
甲
・
八

十
「
集
陸
游
句
」
等
で
あ
る
。

こ
の
詩
集
は
、『
八
旬
万
寿
盛
典
』
と
は
参
加
者
の
階
層
が
異
な

り
、
高
齢
で
あ
れ
ば
「
老
民
」
と
称
さ
れ
る
無
名
の
人
物
も
詩
を

献
上
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
集
句
詩
も
多
彩
で
あ
り
、
経
書
の

他
、
杜
甫
、
李
白
、
韓
愈
、
陸
游
詩
か
ら
句
を
集
め
る
も
の
も
あ

る
。
そ
の
中
で
、
最
も
多
い
の
が
「
集
選
詩
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
乾
隆
年
間
は
、
康
熙
年
間
以
上
に
宮
中
で
作
詩

を
求
め
ら
れ
る
場
面
が
増
え
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ

は
科
挙
に
詩
賦
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
と
少
な
か
ら
ず
関
わ
る

も
の
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
詩
を
「
雑
学
」
で
片
付
け
ら
れ
な
い

状
況
が
宮
中
に
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
皇
帝
へ
の

祝
賀
を
述
べ
る
と
な
れ
ば
、
権
威
あ
る
古
人
の
詩
句
を
用
い
る
こ

と
は
、
礼
に
適
い
、
慶
典
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、
中
で
も

『
文
選
』
の
句
は
、
格
式
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
宮
中
で
編
纂
し
た
大
規
模
詩
集
の
他
に

も
、
個
人
の
別
集
の
中
に
、
同
様
に
慶
典
に
際
し
て
「
集
選
詩
」

が
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
え
、
そ
の
数
は
非
常
に
多
か

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

王
嘉
曾
は
、
康
熙
十
八
年
に
博
学
鴻
試
に
て
翰
林
院
編
修
を
授

け
ら
れ
、
武
英
殿
大
学
士
か
ら
少
傅
と
な
り
文
恭
の
謚
を
賜
っ
た

人
物
で
あ
る
。
別
集
に
「
皇
上
六
旬
万
寿
頌
」
が
収
録
さ
れ
、
そ

の
注
に
は
「
頌
集
経
伝
、
序
集
文
選
」
（
『
聞
音
室
遺
文
附
刻
』
）

と
あ
る
。
こ
れ
も
や
は
り
皇
帝
に
献
上
す
る
集
句
詩
に
お
い
て
、

経
書
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
『
文
選
』
の
句
を
用
い
た
例
で
あ
る
。

韓
是
升
（
雍
正
十
三
〔
一
七
三
五
〕
年-

嘉
慶
二
十
一
〔
一
八
一

六
〕
年
）
に
は
、
「
集
選
三
章
寿

礼
親
王
六
十
」
（
『
聴
鐘
楼
詩

稿
』
巻
三
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
親
王
の
六
十
歳
を
寿
ぐ
た
め
の

詩
で
あ
り
、
全
て
『
文
選
』
の
句
を
用
い
る
。「
集
選
詩
」
が
宮
中

慶
典
の
場
で
続
々
と
作
ら
れ
た
こ
と
は
、
清
代
以
前
に
は
見
え
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
清
代
の
特
色
で
あ
る
。
張
明
華
・
李
暁
黎

『
集
句
詩
嬗
変
研
究
』
は
、
清
代
皇
帝
が
挙
行
し
た
慶
典
活
動
が

集
句
詩
作
品
を
出
現
さ
せ
た
と
指
摘
す
る[

]

。
皇
帝
の
慶
典
活
動

11

が
集
句
詩
を
牽
引
し
た
の
は
、
皇
帝
が
詩
を
非
常
に
愛
好
し
た
と

い
う
、
清
朝
な
ら
で
は
の
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
一
方
『
文
選
』

の
視
点
か
ら
み
る
と
、
乾
隆
時
代
に
は
、「
集
句
詩
」
の
中
で
、
経

書
よ
り
も
『
文
選
』
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
文
選
』

の
人
気
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（
二
）
民
間
の
集
選
詩

宮
中
で
は
「
集
選
詩
」
が
独
自
の
地
位
と
役
割
を
得
て
い
た
こ

と
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の
場
で
も
「
集
選
詩
」
は
作
ら
れ

て
い
た
の
か
、
作
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
登
場
し
た
王
嘉
曾
は
、
翰
林
院
の
エ
リ
ー
ト
で
、
慶
典
の

た
め
に
「
皇
上
六
旬
万
寿
頌
」
（
『
聞
音
室
遺
文
附
刻
』
）
を
「
頌

集
経
伝
、
序
集
文
選
」
と
い
う
形
で
作
っ
て
い
る
が
、
彼
の
別
集

の
中
に
は
、
個
人
の
場
で
作
っ
た
「
集
選
詩
」
が
散
見
す
る
。
に

は
、
「
幽
居
集
選
」
（
『
聞
音
室
詩
集
』
巻
一
）
、
「
歳
暮
懐
薝
園
許

大
都
門
」
（
『
聞
音
室
詩
集
』
巻
二
）
な
ど
は
、
権
威
を
寿
ぐ
意
味

は
な
く
、
宮
中
を
離
れ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
「
集
選
詩
」
は
、
宮
中

に
献
上
す
る
だ
け
の
詩
体
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
更
に
民
間
で
作
ら
れ
た
「
集
選
詩
」
の
幾
つ
か
を
見

て
み
る
。
た
だ
し
、
科
挙
に
詩
賦
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
以
降
は
、

集
句
詩
、
集
選
詩
と
も
に
数
量
が
極
め
て
多
く
、
こ
れ
ら
は
す
で

に
集
句
の
研
究
書
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ

以
前
の
「
集
選
詩
」
を
中
心
に
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

「
集
選
詩
」
を
刊
行
し
た
際
の
、
周
囲
の
反
応
を
記
し
た
文
章

が
あ
る
。

甬
上
張
蕚
山
工
記
問
善
詼
諧
滑
稽
玩
世
、
一
言
笑
率
常
傾
其

座
人
、
一
旦
集
選
句
為
詩
、
刻
以
行
世
、
或
疑
之
者
謂
、
張
子

老
於
詩
矣
。「
維
古
於
詞
必
己
出
降
而
不
能
乃
剽
賊
昌
黎
之
言
独

不
聞
乎
。
」
余
曰
「
此
張
子
之
詼
諧
也
、
風
雅
道
喪
、
応
酬
体
興
、

中
無
所
主
、
而
欲
談
詩
不
得
不
以
摸
儗
為
牆
壁
、
撏
撦
吞
剥
之

余
、
人
無
完
膚
、
我
亦
無
真
面
目
矣
。」
張
子
曰
、
窃
人
之
言
而

可
以
為
己
言
乎
。
我
言
之
、
而
可
使
究
竟
為
人
之
言
乎
、
人
已

言
之
、
雖
我
終
不
言
可
也
、
我
所
欲
言
雖
使
人
代
言
之
可
也
、

此
其
所
感
深
、
而
所
見
遠
矣
。
雖
然
今
世
詞
賦
家
、
奉
選
体
為

聖
書
、
朝
吟
夕
諷
、
苦
不
能
遍
、
掠
幾
句
便
如
小
児
吹
蘆
笙
得

一
二
声
、
似
輙
思
隷
太
常
矣
。
而
張
子
左
宜
右
有
、
如
取
如
携

此
其
才
分
不
有
過
人
者
乎
。
蓋
古
来
滑
稽
玩
世
如
柳
下
東
方
、

固
非
空
疎
弇
鄙
者
之
所
能
為
也
適
張
子
以
余
久
故
属
序
其
簡
端

遂
書
此
以
応
。

（
鄭
梁
「
張
蕚
山
集
選
詩
序
」『
寒
村
安
庸
集
』
巻
一
）

甬
上
の
張
蕚
山

記
問
に
工

詼
諧
滑
稽
を
善
く
し
て
世

を
玩
び
、
一
言
の
笑

率
常

其
の
座
の
人
を
傾
か
し
む
、

一
旦
選
句
を
集
め
て
詩
を
為
り
、
刻
し
て
以
て
世
に
行
ふ
に
、

之
を
疑
ふ
者
或
り
て
謂
ふ
、
張
子
詩
に
老
い
た
り
。「
維
れ
古

の
詞
に
於
け
る

必
ず
己
よ
り
出
で
、
降
っ
て
能
く
せ
ず

乃
ち
剽
賊
す
昌
黎
の
言
独
り
聞
こ
え
ざ
る
か
」
と
。
余
曰
く
、

「
此
れ
張
子
の
詼
諧
な
り
、
風
雅
の
道
喪
は
れ
、
応
酬
の
体

興
り
、
中
に

主

る
所
無
く
し
て
、
詩
を
談
じ
ん
と
欲
し
て

つ
か
さ
ど

摸
儗
を
以
て
牆
壁
と
為
さ
ざ
る
を
得
ず
、
撏
撦
吞
剥
の
余
、

人
に
完
膚
無
く
、
我
に
も
亦
た
真
面
目
無
し
」
と
。
張
子
曰

く
、
人
の
言
を
窃
み
て
以
て
己
の
言
と
為
す
べ
き
か
。
我
之

を
言
ふ
に
、
究
め
竟
く
し
て
人
の
言
と
為
さ
し
む
べ
き
か
、

と
。
人
已
に
之
を
言
へ
ば
、
我
終
に
言
は
ず
と
雖
も
可
な
り
、
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我
の
言
は
ん
と
欲
す
る
所
人
を
し
て
代
は
り
て
之
を
言
は
し

む
る
と
雖
も
可
な
り
、
此
れ
其
の
感
ず
る
所
深
く
し
て
、
見

る
所
遠
け
れ
ば
な
り
。
然
り
と
雖
も
今
の
世
の
詞
賦
家
、
選

体
を
奉
じ
て
聖
書
と
為
し
、
朝
に
吟
じ
夕
に
諷
ん
ず
る
も
、

そ
ら

苦
だ
遍
く
す
る
こ
と
能
は
ず
、
幾
句
を
掠
め
て
便
ち
小
児
の

蘆
笙
を
吹
き
て
一
二
声
を
得
る
が
ご
と
く
、
輙
ち
太
常
に
隷

せ
ん
と
思
ふ
に
似
た
り
。
而
る
に
張
子
左
宜
右
有
、
此
を
取

る
が
如
く
携
ふ
る
が
如
く
、
其
の
才
分
人
に
過
ぐ
る
者
有
ら

ず
や
。

こ
の
文
章
は
「
己
巳
」
つ
ま
り
乾
隆
十
四
（
一
七
四
九
）
年
に

書
か
れ
て
お
り
、
科
挙
に
詩
賦
が
入
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
張

蕚
山
と
は
、
康
熙
三
十
年
の
進
士
で
、
河
內
知
県
と
な
っ
た
寧
波

の
張
起
宗
で
あ
る
。
詩
に
工
で
引
退
後
は
故
郷
で
名
士
と
唱
酬
を

繰
り
返
し
た
と
い
う
。
そ
の
張
起
宗
は
諧
謔
を
好
む
人
物
だ
っ
た

が
、
あ
る
時
「
集
選
詩
」
を
刊
刻
し
た
と
こ
ろ
、
批
判
が
ま
し
い

こ
と
を
言
う
人
が
い
た
。
つ
ま
り
剽
窃
に
過
ぎ
な
い
も
の
を
わ
ざ

わ
ざ
出
版
す
る
こ
と
を
疑
問
視
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

鄭
梁
は
、「
集
選
詩
」
を
詼
諧
つ
ま
り
戯
れ
の
作
と
し
た
上
で
、
詩

が
応
酬
の
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
よ
り
詩
の
主
体
性
は
な
く
な
り
、

模
擬
も
詩
の
妨
げ
と
な
り
、
自
分
の
詩
と
い
う
も
の
が
な
く
な
っ

て
い
る
。
人
が
言
い
た
い
こ
と
を
す
で
に
言
っ
て
く
れ
て
い
る
の

な
ら
ば
人
の
言
葉
を
借
り
て
も
よ
く
、
深
い
所
で
感
慨
が
通
じ
て

い
る
の
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
。
更
に
『
文
選
』
の
詩

体
は
詩
人
の
聖
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
広
く
理
解
し
自
分
の
も
の

に
す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、『
文
選
』
の
句
を
取
っ
て

き
て
詩
を
作
っ
て
も
、
所
詮
子
ど
も
の
真
似
事
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
だ
。
し
か
し
、
長
起
宗
は
全
て
に
行
き
渡
っ
て
お
り
、

自
在
に
『
文
選
』
の
句
を
操
り
、
詩
才
は
は
る
か
に
人
を
凌
ぐ
と

い
う
。

こ
れ
は
科
挙
に
詩
賦
が
入
る
以
前
に
、
す
で
に
『
文
選
』
が
聖

典
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
『
文
選
』
の
詩
句
を
用

い
て
詩
を
作
る
こ
と
が
、
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
版
ま
で
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
実
際
に
集
句
詩
集
を
作
っ
た
と
い
う
記
録
は
あ
っ
て
も
、

詩
集
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
れ
は
個
人
の
詩
と
し
て

は
性
情
よ
り
詠
じ
た
詩
と
は
い
え
ず
、
残
す
に
値
し
な
い
一
時
的

な
遊
戯
の
詩
、
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

「
集
選
詩
」
は
、『
文
選
』
と
い
う
難
し
い
古
典
を
使
い
こ
な
す
才

覚
を
示
す
も
の
、
と
い
う
見
方
と
、
所
詮
切
り
貼
り
の
詩
で
あ
っ

て
、
詩
人
の
心
情
に
関
わ
ら
な
い
、
作
品
と
し
て
価
値
の
な
い
も

の
、
と
低
く
見
る
見
方
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
宮

中
の
慶
典
と
は
異
な
る
、
文
学
作
品
と
し
て
の
視
点
か
ら
の
評
価

が
「
集
選
詩
」
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
詩
は
知
的
な
詩
戯
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
こ
う
し
た
詩
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
作
ら
れ
る
場
と
し
て

詩
会
が
あ
っ
た
。

『
養
素
園
詩
』
三
巻
は
杭
州
園
林
を
詠
じ
た
詩
の
記
録
で
あ
る
。

も
と
も
と
金
氏
の
友
荘
庵
は
、
中
に
十
景
を
誇
る
名
園
で
、
詩
に

詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
後
に
王
鈞
が
「
養
素
園
」
と
名
を
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改
め
、
詠
ま
れ
た
詩
を
ま
と
め
た
も
の
が
『
養
素
園
詩
』
で
あ
る
。

巻
一
は
清
初
の
養
素
園
十
景
「
繞
屋
梅
花
」
、
「
倚
楼
臨
水
」
、
「
遠

樹
柔
藍
」
、
「
乾
渓
雨
漲
」
、
「
夏
木
垂
陰
」
、
「
疎
雨
梧
桐
」
、
「
三
秋

丹
桂
」
、
「
古
寺
嗚
鐘
」
、
「
秋
深
紅
葉
」
、
「
遠
山
雪
霽
」
を
詠
じ
た

も
の
を
「
十
景
旧
作
」
と
し
て
一
百
余
首
を
収
め
、
乾
隆
十
八
年

（
一
七
五
三
）
年
の
序
が
つ
く
。
巻
二
は
王
容
大
の
編
輯
に
よ
る

「
十
景
新
作
」
で
斉
召
南
ら
名
士
が
養
素
園
十
景
を
詠
じ
、
一
百

五
十
首
を
収
め
る
。
斉
召
南
は
集
句
を
得
意
と
し
て
お
り
、
陶
淵

明
句
を
用
い
た
集
陶
詩
「
繞
屋
梅
花
」
を
作
っ
て
い
る
。
巻
三
は

同
じ
十
景
を
杭
世
駿
以
下
、
清
初
か
ら
乾
隆
年
間
の
杭
州
名
士
十

五
人
が
詠
じ
た
詩
一
百
五
十
首
を
収
め
る
。
こ
れ
は
一
種
の
詩
会

の
詩
で
あ
る
。
そ
の
中
で
魏
成
憲
は
「
集
選
詩
」
と
し
て
十
景
を

詠
む
。
第
一
首
を
例
に
見
て
み
る
。

「
繞
屋
梅
花
」

卜
室
倚
北
阜

室
を
卜
し
て
は
倚
の
阜
に
倚
り

お
か

林
園
無
世
情

林
園
に
世
情
無
し

摘
芳
愛
気
馥

芳
を
摘
り
て
芳
気
の

馥

し
き
を
愛
し

と

か
ん
ば

月
露
皓
已
盈

月
露

皓
と
し
て
已
に
盈
ち
ぬ

み

王
生
和
鼎
実

王
生
は
鼎
実
を

和

へ

と
と
の

遊
当
羅
浮
行

遊
び
て
は
当
に
羅
浮
行
く
べ
し

卜
室
倚
北
阜

室
を
卜
し
て
は
倚
の
阜
に
倚
り

お
か

林
園
無
世
情

林
園
に
世
情
無
し

摘
芳
愛
気
馥

芳
を
摘
り
て
芳
気
の

馥

し
き
を
愛
し

と

か
ん
ば

月
露
皓
已
盈

月
露

皓
と
し
て
已
に
盈
ち
ぬ

み

王
生
和
鼎
実

王
生
は
鼎
実
を

和

へ

と
と
の

遊
当
羅
浮
行

遊
び
て
は
当
に
羅
浮
に
行
く
べ
し

庭
園
を
讃
え
る
一
編
の
詩
と
し
て
立
派
に
成
立
し
て
い
る
が
、

詩
句
は
全
て
『
文
選
』
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。「
卜
室
倚
北
阜
」
は

巻
三
十
謝
霊
運
「
田
南
樹
園
激
流
植
援
」
、
「
林
園
無
世
情
」
は
、

巻
二
十
六
陶
淵
明
「
辛
丑
歳
七
月
赴
仮
還
江
陵
夜
行
塗
口
」
、
「
摘

芳
愛
気
馥
」
は
、
巻
三
十
一
謝
恵
連
「
謝
法
曹
」
〔
恵
連
〕
贈
別
、

「
月
露
皓
已
盈
」
は
、
巻
二
十
五
謝
宣
遠
「
答
霊
運
」
、
「
王
生
和

鼎
実
」
は
、
巻
二
十
潘
岳
「
金
谷
集
作
詩
」
、
「
遊
当
羅
浮
行
」
は

巻
二
十
六
謝
霊
運
「
初
発
石
首
城
」
に
よ
る
。
こ
の
巻
三
に
収
録

さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
杭
州
詩
人
の
名
だ
た
る
人
物
ば
か
り
で
あ

り
、
「
集
選
詩
」
は
そ
う
し
た
人
物
の
詩
会
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
体
と

し
て
選
ば
れ
る
知
的
な
詩
で
あ
る
と
同
時
に
、
や
は
り
詩
宴
の
遊

戯
の
詩
で
も
あ
る
。

杭
州
は
詩
会
が
盛
ん
な
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
、
集
句
詩
を

含
む
作
品
が
詩
会
で
作
ら
れ
て
い
た
様
子
が
幾
つ
か
見
え
る
。
そ

の
中
で
作
品
集
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
が
乾
隆
十
一
（
一
七
四
六

年
に
）
の
『
西
湖
修
禊
詩
』
で
あ
る
、
こ
れ
は
杭
州
太
守
で
あ
っ

た
鄂
敏
が
主
催
し
た
詩
会
で
、
当
時
杭
州
は
杭
世
駿
が
帰
郷
し
て

詩
社
を
結
び
、
詩
会
隆
盛
の
時
期
を
迎
え
て
い
た
。
参
加
者
六
十

一
名
、
詩
を
寄
せ
た
者
八
十
五
名
と
い
う
詩
集
で
あ
る
が
、
そ
の

中
に
、
『
文
選
』
を
中
心
と
し
た
六
朝
か
ら
隋
の
詩
を
用
い
た
集
句

が
複
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
『
詩
経
』
に
よ
る
集
句
も
見

え
る
。
詩
会
は
知
的
な
遊
戯
の
場
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
官
僚
が
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主
催
し
、
詩
集
と
し
て
刊
行
す
る
前
提
で
作
ら
れ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
た
だ
の
同
人
の
詩
会
と
い
う
よ
り
は
、
格
式
あ
る
詩
と
し

て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
更
に
こ
の
こ
ろ
し

き
り
に
南
巡
が
行
わ
れ
て
お
り
、
召
試
で
召
さ
れ
る
杭
州
人
は
多

か
っ
た
。
こ
の
詩
会
で
の
集
句
の
作
者
は
み
な
無
名
の
人
物
で
、

学
生
が
多
い
。
こ
の
詩
集
に
提
供
さ
れ
た
集
句
詩
に
は
、
召
試
に

向
け
て
知
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
科
挙
に
詩
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
以
前
、
民
間
で

の
「
集
選
詩
」
は
、
知
的
遊
戯
の
側
面
が
強
く
、
権
威
と
は
直
接

関
係
な
く
、
あ
の
『
文
選
』
に
習
熟
し
て
い
る
、
と
い
う
知
性
、

詩
才
を
示
す
詩
と
し
て
好
ま
れ
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
、
科
挙
に
詩
が
復
活
す
る
と
、『
文
選
』
は
詩
の
規
範
と

し
て
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
集
選
詩
」
も
そ
の
数
を
増
や

し
て
ゆ
く
。
張
明
華
が
紹
介
す
る
「
集
選
詩
集
」
の
多
く
は
、
科

挙
に
詩
が
復
活
し
て
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

三

清
代
詩
に
お
け
る
科
挙
と
『
文
選
』

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
清
代
詩
に
お
い
て
『
文
選
』

が
ど
う
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
の
か
、
考
証
学
の
対
象
と
し
て
で

は
な
く
、
詩
を
作
る
立
場
か
ら
『
文
選
』
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
、

扱
わ
れ
て
き
た
か
を
、
見
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
は
、
科
挙

と
関
わ
り
な
い
時
期
の
詩
と
『
文
選
』
に
つ
い
て
の
例
で
あ
る
。

『
儒
林
外
史
』
の
作
者
で
あ
る
呉
敬
梓
は
、『
文
選
』
の
詩
賦
に

精
通
し
て
い
た
が
、
科
挙
か
ら
は
距
離
を
置
い
て
い
た
。
友
人
の

程
晋
芳
は
、
呉
敬
梓
の
伝
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
す
。

其
学
尤
精
文
選
詩
賦
、
援
筆
立
成
、
夙
搆
者
莫
之
為
勝
、
辛

酉
壬
戌
間
、
延
至
余
家
、
与
研
詩
賦
、
相
贈
答
、
愜
意
無
問
。

…
…
生
平
見
才
士
汲
引
如
不
及
、
独
嫉
時
文
士
如
讎
、
其
尤
工

者
則
尤
嫉
之
。

（
程
晋
芳
『
勉
行
堂
文
集
』
巻
六
「
文
木
先
生
伝
」）

其
の
学
尤
も
文
選
詩
賦
に
精
し
く
、
筆
を
援
れ
ば
立
ち
ど

こ
ろ
に
成
り
、
夙
に
搆
ふ
る
者
之
に
勝
る
と
為
す
莫
し
。
辛

酉
壬
戌
の
間
、
延
き
て
余
の
家
に
至
り
、
与
に
詩
賦
を
研
き
、

ま
ね

み
が

相
贈
答
し
、
意
に
愜
ひ
て
問
ふ
無
し
。
…
…
生
平
才
士
を
み

れ
ば
汲
引
及
ば
ざ
る
が
如
き
も
、
独
り
時
文
の
士
を
嫉
む
こ

と
讎
の
如
く
、
其
の
尤
も
工
な
る
者
は
則
ち
尤
も
之
を
嫉
む
。

辛
酉
壬
戌
と
は
、
乾
隆
六
年
、
七
年
に
あ
た
り
、
科
挙
詩
賦
が

復
活
す
る
以
前
で
、
士
大
夫
は
時
文
に
取
り
組
み
、
詩
を
避
け
て

い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
科
挙
と
詩
の
関
係
が
、
先
に
挙

げ
た
『
儒
林
外
史
』
第
三
回
の
試
験
官
周
進
と
受
験
生
魏
好
古
の

や
り
と
り
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

呉
敬
梓
が
『
文
選
』
詩
賦
に
精
通
す
る
こ
と
で
詩
を
た
ち
ま
ち

作
れ
た
、
と
い
う
の
は
、
『
文
選
』
が
詩
賦
を
作
る
た
め
に
極
め
て

重
要
な
書
物
と
当
時
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
八
股
文
の

巧
者
は
、
詩
に
興
味
を
持
た
ず
、『
文
選
』
を
学
ぶ
は
ず
も
な
い
。

ゆ
え
に
真
の
知
性
に
欠
け
る
も
の
と
し
て
呉
敬
梓
は
彼
ら
を
嫌
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
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明
末
清
初
は
、
馮
惟
訥
の
『
古
詩
紀
』
編
纂
や
そ
れ
に
続
く
古

詩
に
関
わ
る
書
物
の
編
纂
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
詩
に
お
い
て
漢

魏
六
朝
を
見
な
お
し
、
文
学
の
源
流
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
い
う

主
張
が
生
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
少
な
く
と
も
科
挙
と
関
わ
ら
な

い
場
面
で
は
、『
文
選
』
の
詩
に
精
通
す
る
こ
と
は
、
高
等
な
趣
味

以
上
の
も
の
に
な
り
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
期
で
も
、
博
学
鴻
試
、
召
試
が
詩
を
以
て
試

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
詩
の
規
範
と
さ
れ
た
『
文
選
』
が
再
び

脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
付
瓊
氏
は
、

博
学
鴻
試
が
始
ま
っ
て
詩
を
学
ぶ
気
運
が
高
ま
っ
た
時
、『
文
選
』
が
多

く
の
人
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
張
緝
宗
「
文
選
後
集
序
」

の
「
己
未
博
学
宏
試
之
科
…
…
而
文
選
一
書
、
復
家
弦
戸
誦
于
天

下
。（
己
未
博
学
宏
試
の
科
…
…
而
し
て
文
選
一
書
、
復
た
天
下
に

家
弦
戸
誦
す
。
）
」
の
文
か
ら
指
摘
す
る[

]

。
「
己
未
博
学
宏
試
」

12

と
は
康
熙
十
八
年
の
博
学
鴻
試
で
あ
る
。

そ
の
後
、
科
挙
に
詩
賦
が
復
活
す
る
前
の
状
況
を
書
き
と
ど
め

た
の
が
、
先
に
「
集
選
詩
」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
是
非

を
論
じ
た
鄭
梁
の
一
文
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を
再
び
挙
げ
て
お
く
。

今
世
詞
賦
家
、
奉
選
体
為
聖
書
、
朝
吟
夕
諷
、
苦
不
能
遍
偶
、

掠
幾
句
便
如
小
児
吹
蘆
笙
得
一
二
声
、
似
輙
思
隷
太
常
矣
。

（
鄭
梁
「
張
蕚
山
集
選
詩
序
」『
寒
村
安
庸
集
』
巻
一
）

今
の
世
の
詞
賦
家
、
選
体
を
奉
じ
て
聖
書
と
為
し
、
朝
に

吟
じ
夕
に
諷
ん
じ
、
苦
し
み
て
遍
く
偶
す
る
こ
と
能
は
ず
、

そ
ら

幾
句
を
掠
め
て
は
、
便
ち
小
児
の
蘆
笙
を
吹
き
て
一
二
声
を

得
る
が
ご
と
く
、
輙
ち
太
常
に
隷
は
ん
と
思
ふ
に
似
た
り
。

こ
れ
が
書
か
れ
た
の
は
「
己
巳
」（
乾
隆
十
四
年
）
で
あ
る
。『
文

選
』
は
広
く
聖
典
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
皆
が
そ
の
句
を
学
ぶ
も

の
の
習
熟
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
子
供
の
下
手
な
楽
器
の

音
色
の
よ
う
に
、
き
れ
ぎ
れ
に
句
が
出
て
き
て
、
句
に
振
り
回
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
。『
文
選
』
を
使
い
こ
な
す
の
は
、
か
な

り
の
人
材
で
な
け
れ
ば
だ
め
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
よ
り
は

八
股
文
で
通
常
の
科
挙
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
科
挙
に
詩
が
復
活
し
た
乾
隆
二
十
二
年
以
降
、『
文
選
』

は
基
本
書
と
し
て
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
洪
亮
吉
（
乾

隆
十
一
〔
一
七
四
六
〕-

嘉
慶
十
四
〔
一
八
〇
九
〕
年
）
が
乾
隆
五

十
七
年
に
同
考
官
と
し
て
黔
省
の
任
に
つ
い
た
時
、
ま
ず
購
入
し

た
書
籍
に
中
に
、『
文
選
』
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（
乾
隆
）
五
十
七
年
壬
子
科
、
充
順
天
郷
試
同
考
官
、
即
拝

貴
州
学
政
之
命
。
黔
省
僻
遠
、
無
書
籍
。
為
購
経
史
・
通
典
・

文
選
諸
書
、
置
各
府
書
院
。
黔
人
争
知
好
古
、
君
之
教
也
。

（
『
国
朝
漢
学
師
承
記
』
巻
四
）

（
乾
隆
）
五
十
七
年
壬
子
の
科
に
、
順
天
郷
試
の
同
考
官

に
充
て
ら
れ
、
即
ち
貴
州
学
政
の
命
を
拝
す
。
黔
省
は
僻
遠

に
し
て
、
書
籍
無
し
。
為
に
経
史
・
通
典
・
文
選
の
諸
書
を

購
ひ
、
各
府
書
院
に
置
く
。
黔
人
争
ひ
て
古
を
好
む
こ
と
を

知
る
は
、
君
の
教
な
り
。
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洪
亮
吉
は
、
経
史
、『
通
典
』
に
加
え
て
『
文
選
』
を
購
入
し
て

各
府
の
書
院
に
配
置
し
た
。
そ
れ
が
科
挙
の
学
問
を
積
み
、
古
典

を
学
ぶ
基
本
図
書
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

更
に
、
陳
鱣
（
乾
隆
十
八
〔
一
七
五
三
〕-

嘉
慶
二
十
二
〔
一
八
一

七
〕
年
）
は
、
科
挙
に
『
文
選
』
の
句
が
頻
繁
に
出
題
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
陳
鱣
は
嘉
慶
三
（
一
七
九
八
）

年
の
挙
人
で
あ
り
、
記
さ
れ
て
い
る
の
は
嘉
慶
初
め
頃
の
状
況
と

考
え
ら
れ
る
。

近
日
試
士
詩
題
多
出
文
選
句
。
有
某
学
使
試
蘇
州
府
属
諸
生
、

以
「
東
琴
不
隻
弾
」
為
題
、
場
中
諤
然
謂
、
琴
字
有
誤
、
使
者

茫
無
応
也
。
…
…
今
則
刻
本
盛
行
、
人
各
有
編
、
而
謬
種
流
伝
、

罕
能
是
正
文
字
、
又
奚
論
熟
精
文
選
理
哉
。
（
『
簡
荘
文
鈔
』
巻

六
「
文
選
詩
題
説
」）

近
日
士
を
試
み
る
に
詩
題
に
多
く
文
選
の
句
を
出
だ
す
。

某
学
使
有
り
蘇
州
府
に
試
み
諸
生
を
属
め
、
東
琴
不
隻
弾
を

あ
つ

以
て
題
と
為
す
に
、
場
中
諤
然
と
し
て
、
琴
字
に
誤
り
有
り

と
謂
ふ
も
、
使
者
茫
と
し
て
応
ふ
る
無
し
。
…
…
今
則
ち
刻

本
盛
行
し
、
人
各
お
の
編
有
り
、
而
る
に
謬
種
流
伝
し
、
能

く
是
れ
文
字
を
た
正
す
こ
と
罕
な
り
、
又
奚
ぞ
文
選
の
理
に

な
ん

熟
す
る
を
論
ぜ
ん
や
。

「
近
日
試
士
詩
題
多
出
文
選
句
」
は
、
科
挙
の
試
験
に
『
文
選
』

の
句
が
出
題
さ
れ
、『
文
選
』
が
科
挙
合
格
の
た
め
の
必
須
の
書
と

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
続
く
文
は
、

『
文
選
』
を
め
ぐ
る
試
験
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
記
す
。
蘇
州
府
で

の
試
験
に
『
文
選
』
の
詩
句
が
出
題
さ
れ
た
が
、
そ
の
句
が
「
東

琴
不
隻
弾
」
だ
っ
た
こ
と
で
、
受
験
生
た
ち
が
ざ
わ
つ
い
た
。
こ

の
句
は
盧
諶
「
覧
古
」（
『
文
選
』
巻
二
十
一
）
の
「
東
瑟
不
隻
弾
」

で
あ
り
、「
東
琴
」
は
「
東
瑟
」
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
気
づ
い

た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
使
者
は
取
り
合
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
陳
鱣
は
、
各
版
本
、
李
善
注
、

五
臣
注
な
ど
を
照
ら
し
て
検
証
し
た
上
で
、
五
臣
注
に
「
琴
」
と

作
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
テ
キ
ス
ト
や
注
の
緻
密
な
検
証
が
で

き
て
い
な
い
た
め
に
、
誤
り
を
も
た
ら
す
の
だ
と
し
、
善
本
の
必

要
を
強
く
訴
え
る[

]

。
明
清
時
代
、
『
文
選
』
の
善
本
が
な
い
と

13

い
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
特
に
清
代
に
科

挙
に
『
文
選
』
が
組
み
込
ま
れ
て
以
降
、
そ
の
善
本
へ
の
要
求
は

切
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た[

]

。
嘉
慶
十
四
（
一
八
〇
九
）
年
、

14

胡
克
家
が
「
尤
刻
本
」
を
重
刻
し
て
「
胡
刻
本
」
を
出
し
た
の
は

こ
う
し
た
時
で
あ
っ
た
。

清
代
に
科
挙
に
『
文
選
』
か
ら
の
出
題
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

『
文
選
』
に
対
す
る
関
心
が
急
激
に
高
ま
っ
た
の
は
見
て
き
た
通

り
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
傾
向
が
『
文
選
』
に
と
っ
て
望
ま
し
い

も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
否
定
的
な
意
見
も
あ
っ
た
。

杭
世
駿
（
康
熙
三
十
四
〔
一
六
九
五
〕
年-

乾
隆
三
十
八
〔
一
七

七
三
〕
年
）
の
著
に
『
文
選
課
虚
』
が
あ
る
。「
課
虚
」
と
は
、
陸

機
「
文
賦
」
（
『
文
選
』
巻
十
七
）
の
「
虚
無
以
責
有
、
叩
寂
寞
而

求
音
。（
虚
無
に
課
し
て
以
て
有
を
責
め
、
寂
寞
を
叩
い
て
音
を
求

む
。
）
」
文
章
を
作
る
の
は
、
虚
無
か
ら
形
有
る
有
を
求
め
、
声
無
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き
寂
寞
か
ら
音
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
、
と
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら

取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
文
選
』
に
よ
っ
て
詩
文
を
作
る
た
め
の

書
物
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
が
、
杭
世
駿
は
、
そ
の
自

序
で
『
文
選
』
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

六
朝
而
後
、
惟
杜
子
美
能
抉
其
精
。
逮
至
場
屋
、
以
律
賦
程

材
、
頽
波
莫
挽
、
而
斯
道
亡
矣
。
宋
人
精
選
理
者
、
向
推
蘇
太

簡
、
劉
貢
父
二
書
、
采
摭
過
多
、
少
所
持
択
、
似
童
蒙
之
告
、

非
賦
家
之
心
也
。
…
…
斯
編
之
作
、
意
主
於
疏
瀹
性
源
、
擺
脱

凡
想
。
…
…
而
或
以
『
双
字
』『
類
林
』
之
例
相
儗
、
則
傎
矣
。

（
『
道
古
堂
文
集
』
巻
七
「
文
選
課
虚
序
」
）

六
朝
よ
り
し
て
後
、
惟
だ
杜
子
美
の
み
能
く
其
の
精
を
抉え

ぐ

る
。
場
屋
に
至
り
、
律
賦
を
以
て
材
を
程
る
に
逮
び
至
り
、

は
か

お
よ

頽
波
挽
く
莫
く
し
て
、
斯
の
道
亡
ぶ
。
宋
人

選
の
理
に
精

し
き
者
は
、
向
に
蘇
太
簡
、
劉
貢
父
二
書
を
推
す
も
、
采
摭

す
る
こ
と
過
多
に
し
て
、
持
択
す
る
所
少
な
く
、
童
蒙
の
告

に
似
、
賦
家
の
心
に
非
ざ
る
な
り
。
…
…
斯
編
の
作
、
意
は

性
源
を
疏
瀹
し
、
凡
想
を
擺
脱
せ
ん
こ
と
を
主
と
す
。
而
し

て
或
ひ
は
『
双
字
』
『
類
林
』
の
例
を
以
て
相

儗

ふ
る
は
、

な
ぞ
ら

則
ち

傎

な
り
。

さ
か
し
ま

先
に
、
科
挙
に
詩
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
た
め
に
『
文
選
』
人
気

が
再
燃
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
杭
世
駿
は
『
文
選
』
が
「
場
屋
」

科
挙
の
試
験
場
で
詩
賦
で
人
材
を
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

衰
退
の
波
に
呑
ま
れ
、
本
来
の
『
文
選
』
の
道
が
亡
び
た
と
す
る
。

本
来
の
『
文
選
』
の
道
と
は
、
試
験
の
た
め
で
は
な
く
、
詩
の
規

範
と
し
て
、
詩
を
作
る
立
場
か
ら
『
文
選
』
に
関
わ
る
こ
と
と
、

杭
世
駿
は
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
文
集
に
出
て
く
る
宋
代
の

蘇
太
簡
、
劉
貢
父
の
二
書
と
は
、
蘇
易
簡
『
文
選
双
字
類
要
』
三

巻
、
劉
攽
『
文
選
類
林
』
十
巻
を
指
し
、
杭
世
駿
は
、
こ
れ
ら
の

著
作
が
、
詩
を
作
る
も
の
の
心
に
か
な
う
も
の
で
な
く
、
知
識
を

並
べ
過
ぎ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
『
文
選
課
虚
』
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。『
文

選
双
字
類
要
』
は
、『
文
選
』
中
の
二
字
の
語
を
分
類
し
て
編
纂
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
安
易
な
工
具
書
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』（
巻
一
百
三
十
七
）
で
は
、「
易
簡
名
臣
、

不
応
荒
陋
至
此
。
其
時
科
挙
之
徒
輯
為
此
書
（
易
簡
は
名
臣
に
し

て
、
応
に
荒
陋
此
に
至
る
べ
か
ら
ず
。
其
の
時
科
挙
の
徒
輯
め
て

此
の
書
を
為
す
）
」
（
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
百
三
十
七
）

と
、
受
験
生
が
名
士
蘇
易
簡
の
名
を
借
り
て
作
っ
た
も
の
、
と
し

て
い
る
。『
文
選
類
林
』
も
同
様
に
文
の
句
を
集
め
て
分
類
し
た
も

の
で
、
『
続
文
献
通
考
』
（
巻
一
百
八
十
六
）
に
は
、
「
取
文
選
字

句
、
可
供
詞
賦
之
用
者
（
文
選
の
字
句
を
取
り
て
、
詞
賦
の
用
に

供
す
べ
き
者
）
」
で
あ
り
、
「
南
宋
時
業
詞
科
者
所
贗
託
（
南
宋
時

業
詞
科
の
者
の
贗
託
す
る
所
）
」
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
宋

の
「
科
挙
之
徒
」「
業
詞
科
者
」
ら
が
仮
託
し
た
と
い
う
よ
う
に
、

科
挙
に
携
わ
る
者
と
の
関
連
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
受
験
生
が
『
文

選
』
を
学
ぶ
た
め
に
作
っ
た
雑
で
安
易
な
工
具
書
だ
と
さ
れ
て
い

る
。
清
初
に
真
に
『
文
選
』
に
習
熟
し
た
知
識
人
の
み
が
「
集
選

詩
」
を
作
っ
て
い
た
時
代
か
ら
、
科
挙
へ
の
出
題
を
経
て
、
安
易
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な
工
具
書
に
頼
っ
て
、『
文
選
』
詩
句
を
用
い
た
詩
を
作
ろ
う
と
す

る
輩
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、『
文
選
』
と
詩
の
関
係
は
、
よ
り

多
様
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め

清
代
は
、
文
選
学
隆
盛
の
時
代
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
考
証

学
の
面
で
の
話
で
あ
る
。
詩
に
お
け
る
『
文
選
』
の
置
か
れ
た
位

置
は
、
も
っ
と
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
。
清
初
の
詩
が
科
挙
を
阻

害
す
る
も
の
と
さ
れ
た
時
期
に
は
、
詩
そ
の
も
の
に
取
り
組
む
こ

と
が
批
判
の
対
象
と
な
り
、『
文
選
』
の
詩
は
、
社
会
か
ら
遠
ざ
け

ら
れ
て
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
も
あ
る
。
し
か
し
、「
集
選
詩
」
と

に
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
時
期
に
『
文
選
』
は
宮
中
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
、
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

詩
と
し
て
は
独
自
性
に
欠
け
る
も
の
で
は
あ
る
が
、『
文
選
』
は
、

権
威
と
規
範
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、「
集
選
詩
」
は
そ
う
し
た

語
句
の
み
で
作
ら
れ
る
最
も
権
威
あ
る
詩
体
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
皇
帝
の
詩
の
愛
好
に
よ
り
、
博
学
鴻
試
、
召
試
で
詩
を

試
み
た
こ
と
で
、『
文
選
』
の
地
位
が
高
く
な
り
、
そ
の
後
科
挙
に

詩
が
入
っ
た
こ
と
で
、
詩
の
源
流
と
し
て
の
『
文
選
』
の
権
威
は

決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。『
文
選
』
が
、
唐
宋
詩
よ
り
も
難
解
で

あ
り
、
唐
宋
詩
は
す
ぐ
に
学
べ
る
が
、『
文
選
』
で
は
そ
う
は
い
か

な
い
、
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。「
集
選
詩
」
は
、
そ

の
時
々
の
『
文
選
』
の
姿
を
映
す
鏡
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
集
句
詩
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
当
時
最
も
流
行
し

て
い
た
、
唐
詩
句
を
集
め
た
「
集
唐
詩
」
に
は
、
幾
つ
か
の
工
具

書
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
馬
瀚
撰
『
唐
句
分
韻
初
集

四
巻
二
集
四
巻
続
集
二
巻
四
集
五
巻
』
に
つ
い
て
『
四
庫
全
書
総

目
提
要
』
巻
一
三
九
で
は
、「
其
書
以
唐
人
詩
句
分
一
百
七
韻
、
編

次
以
為
集
句
之
用
。
」
と
し
て
お
り
、
明
・
施
端
教
編
『
唐
詩
韻
匯
』

（
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
九
三
）
に
も
「
大
抵
取
供
集
句
者

之
用
。
」
と
あ
る
が
、
「
集
選
句
」
の
工
具
書
と
書
籍
は
見
当
た
ら

な
い
。
集
句
詩
の
工
具
書
で
あ
る
た
め
に
は
韻
を
元
に
編
纂
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
、『
文
選
』
に
も
そ
う
い
っ
た
書
物
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
広
く
流
通
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
こ
そ
「
集
選
詩
」
は
作
る
の
が
難
し
く
、

価
値
が
高
か
っ
た
と
い
え
る
。

本
稿
の
最
初
に
挙
げ
た
許
祥
光
「
選
楼
集
句
」
は
、
こ
う
し
た

流
れ
の
先
に
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
許
祥
光
（
一
七
九
九-

一
八

五
四
）
は
、
字
を
賓
衢
と
い
い
、
広
東
番
禺
の
人
で
、
道
光
十
二

年
（
一
八
三
二
）
進
士
に
及
第
し
、
広
西
按
察
使
と
な
っ
た
人
物

で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
特
徴
は
、
「
集
選
詩
」
で
は
な
く
、
「
集
選

文
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
前
に
も
「
集
選

詩
」
の
序
が
集
選
文
で
あ
る
例
は
多
く
見
ら
れ
た
の
だ
が
、「
集
選

文
集
」
は
、
確
か
に
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
こ
の
作

品
は
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
「
集
選
文
」

を
作
っ
た
人
物
に
孫
璧
文
（
一
八
三
一
？-

一
八
八
〇
）
が
い
る
。

孫
に
よ
る
『
玉
塘
集
選
』
は
、『
文
選
』
の
賦
、
文
の
み
を
用
い
て
、

工
に
仕
立
て
上
げ
た
文
が
十
四
篇
収
録
さ
れ
る[

]

。『
玉
塘
集
選
』

15

光
緒
十
三
年
の
自
序
に
、
「
選
楼
集
句
」
と
清
朝
の
文
選
学
に
つ
い

て
述
べ
る
。



- 221 -

国
朝
漢
学
、
小
学
、
駢
文
家
皆
深
選
学
。
其
集
句
盛
篇
、
彙

篇
為
集
、
惟
南
海
許
賓
衢
農
部
「
選
楼
集
句
」
最
為
有
声
。

（
孫
璧
文
『
玉
塘
集
選
』
自
序
）

国
朝
の
漢
学
、
小
学
、
駢
文
家

皆
選
学
に
深
し
。
其
の
句

を
集
め
て
篇
を
成
し
、
篇
を
彙
め
集
と
為
す
は
、
惟
だ
南
海

あ
つ

許
賓
衢
農
部
「
選
楼
集
句
」
の
み
最
も
有
声
と
為
す
。

こ
こ
で
は
、
清
朝
で
文
選
学
に
詳
し
か
っ
た
の
は
、
漢
学
つ
ま

り
考
証
学
者
、
小
学
者
、
駢
文
家
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た

も
の
と
並
ん
で
『
文
選
』
の
句
を
集
め
篇
を
な
し
た
許
祥
光
『
選

楼
集
句
』
を
挙
げ
て
い
る
。
考
証
学
の
他
に
、『
文
選
』
の
句
を
集

め
た
こ
の
作
品
は
文
選
学
に
習
熟
し
た
者
の
成
果
の
一
つ
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
清
代
文
選
学
の
ひ
と
つ
の
姿
と
し

て
、「
集
選
詩
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
集
選
句
」
は
、
も
っ
と
注
目

さ
れ
て
よ
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

注

[

１]

小
尾
郊
一

全
釈
漢
文
大
系
二
六
『
文
選
（
文
章
編
）
一
』
（
集
英
社

一
九
七
四
）
解
説

[

２]

張
明
華
・
李
暁
黎
『
集
句
詩
嬗
変
研
究
』
緒
論
（
中
国
社
会
科
学
出

版
社

二
〇
一
一
）
に
、
清
代
集
句
の
特
徴
の
一
つ
に
「
求
新
」
を
あ

げ
、
集
句
の
対
象
と
す
る
詩
歌
を
類
別
し
た
集
句
の
登
場
だ
と
す
る
。

「
清
代
是
集
句
詩
的
繁
栄
期
。
…
…
清
代
集
句
詩
可
以
概
括
為
以
下
幾

個
突
出
特
点
…
…
三
是
「
求
新
」
集
李
（
白
）
詩
、
集
陸
（
游
）
詩
、

集
李
商
隠
詩
、
集
『
文
選
』
詩
、
集
『
詩
経
』
詩
、
集
『
玉
台
新
詠
』

詩
詩
以
及
集
宋
詩
等
或
者
在
前
代
没
有
発
展
起
來
的
詩
歌
類
別
、
都
在

、
、

清
代
得
到
了
一
定
的
発
展
、
出
現
了
一
些
専
門
的
集
句
詩
集
。
都
在
清

代
得
到
了
一
定
的
発
展
、
出
現
了
一
些
専
門
的
集
句
詩
集
。」

[

３]

『
聴
雨
叢
談
』
巻
四
「
博
学
鴻
詞
制
科

経
学
制
科
」
に
、「
康
熙
八

年
…
…
天
子
念
編
纂
明
史
必
需
績
学
能
文
之
士
、
乃
詔
啓
博
学
鴻
詞
之

科
、
以
羅
博
洽
之
彦
。
…
…
。
十
六
（
「
六
」
は
五
の
誤
り
）
年
詔
下
、

次
年
己
未
三
月
初
一
日
、
試
於
体
仁
閣
下
。
…
…
至
乾
隆
元
年
丙
辰
、

試
於
体
仁
閣
。
…
…
己
未
試
題
、「
璇
璣
玉
衡
賦
」
、「
御
製
省
耕
七
（
「
七
」

は
五
の
誤
り
）
言
排
律
詩
二
十
韻
」。
丙
辰
、
五
六
天
地
之
中
合
賦
」、

「
山
鶏
舞
鏡
七
言
排
律
詩
」
と
あ
り
、
康
熙
、
乾
隆
の
博
学
鴻
試
の
内

容
に
い
ず
れ
も
詩
賦
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

[

４]

陳
康
祺
『
郎
潜
紀
聞
二
筆
』
巻
十
四
「
本
朝
特
科
得
人
之
盛
」
に
、「
本

朝
特
科
、
得
人
最
盛
。
康
熙
戊
午
（
己
未
の
誤
り
）
挙
博
学
鴻
詞
、
得

彭
少
宰
孫
遹
等
五
十
人
。
乾
隆
丙
辰
再
試
鴻
博
、
得
劉
文
定
綸
等
十
九

（
十
五
の
誤
り
）
人
。
乾
隆
己
巳
（
「
辛
未
」
の
誤
り
）
詔
挙
経
学
、

得
呉
司
業
鼎
等
四
人
。
又
康
熙
朝
両
次
南
巡
江
浙
、
召
試
諸
生
、
得
呉

文
恪
士
玉
等
七
十
三
人
。
乾
隆
六
巡
江
浙
、
得
王
司
寇
昶
等
八
十
五
人
。

三
巡
山
東
、
得
初
尚
書
彭
齢
等
十
七
人
。
四
巡
天
津
、
得
姚
文
僖
文
田

等
十
六
人
。
巡
幸
五
台
、
得
龍
殿
撰
汝
言
等
九
人
。」
と
あ
る
。

[
５]

唐
詩
に
お
け
る「
韋
蟾
妓
女
続
楚
辞
両
句
」
と
は
、『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
二

武
昌
妓
「
続
韋
蟾
句
」
の
こ
と
で
、
序
に
「
韋
蟾
廉
問
鄂
州
、
及
罷
、

賓
僚
祖
餞
。
韋
以
牋
書
文
選
句
、
授
坐
客
請
続
。
有
妓
起
、
口
占
二
句
、

無
不
嘉
歎
、
蟾
贈
数
十
千
納
之
。
」
と
あ
り
、
そ
こ
で
韋
蟾
の
要
請
に

応
え
て
武
昌
妓
の
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
詩
の
最
初
の
二
句
が
、
「
悲
莫
悲
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兮
生
別
離
」
（
『
楚
辞
』
少
司
命
）
、「
登
山
臨
水
送
将
帰
」
（
『
楚
辞
』
九

弁
）
の
二
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

[

６]

張
明
華
・
李
暁
黎
『
集
句
詩
嬗
変
研
究
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社

二
〇
一
一
）「
第
三
折

王
安
石
的
集
句

北
宋
集
句
詩
的
最
高
成
就
」
。

[

７]

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
百
七
十
三
「
黄
屑
集
」

[

８]

『
西
湖
百
詠
』
自
序
に
「
乾
隆
十
六
年
三
月
上
浣
、
皇
上
南
廵
、
敬

獻
迎
鑾
十
詠
、
更
成
西
湖
十
景
望
幸
詩
十
章
、
並
撃
以
序
、
恭
呈
御
覧
、

還
即
付
梓
。」
と
あ
る
。

[

９]

同
書
が
紹
介
す
る
李
炤
禄
『
律
選
』
、
郭
階
『
集
選
詩
』
、
許
懋
和
『
集

其
清
英
集
』
は
、
い
ず
れ
も
清
代
後
期
の
集
選
詩
集
で
あ
る
。

[
]

張
明
華
『
文
化
視
域
中
的
集
句
詩
研
究
』
第
三
章
第
二
節
「
集
選
詩
」

10
に
は
、
「
組
詩
」
と
し
て
は
皇
帝
に
献
上
す
る
も
の
の
他
に
、
饒
曼
唐

「
集
文
選
詩
」
十
首
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

[
]

張
明
華
・
李
暁
黎
『
集
句
詩
嬗
変
研
究
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社

11
二
〇
一
一
）
第
五
章
「
集
句
詩
在
清
代
的
高
度
繁
栄
」
第
一
九
七
頁
に

「
清
代
皇
帝
挙
行
的
慶
典
活
動
、
也
催
生
了
一
些
集
句
詩
作
品
。
如
康

熙
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
皇
帝
臨
幸
曲
阜
拝
祭
孔
廟
、
乾
隆
五
十
年

（
一
七
八
五
）
挙
弁
千
叟
宴
、
紀
念
乾
隆
皇
帝
八
十
歳
寿
辰
幾
次
活
動
、

都
帯
動
了
一
批
集
句
詩
的
出
現
。」
と
述
べ
る
。

[
]

付
瓊
「
清
代
科
挙
与
『
文
選
』
接
受
」
（
『
求
是
学
刊
』
代
三
十
六
巻

12
代
六
期

二
〇
〇
九
）。

[
]

省
略
部
分
は
以
下
の
通
り
。
「
按
文
選
盧
子
諒
「
覧
古
」
詩
云
、
「
西

13
缶
終
双
撃
、
東
瑟
不
隻
弾
。
」
李
善
注
「
西
缶
、
東
瑟
已
見
西
征
賦
」、

宋
元
及
元
張
伯
顔
重
刊
本
皆
如
此
。
復
考
「
西
征
賦
」
云
、
「
恥
東
瑟

之
偏
鼓
、
提
西
缶
而
接
刃
。
」
、
李
善
注
引
『
史
記
』
「
趙
王
与
秦
王
会

于
澠
沱
、
秦
王
請
奏
瑟
、
趙
王
鼓
瑟
云
云
。
」
則
作
東
瑟
無
疑
。
惟
五

臣
注
本
「
覧
古
詩
」
作
東
琴
、
然
呂
延
済
亦
引
『
史
記
』
「
秦
王
請
奏

瑟
、
趙
王
鼓
瑟
」
之
文
。
下
云
、「
実
鼓
瑟
、
而
言
琴
者
、
文
之
失
矣
。
」

是
済
已
改
正
作
瑟
。
故
宋
時
合
刻
六
臣
注
、
于
詩
本
文
作
瑟
、
注
云
「
五

臣
作
琴
。
」
自
明
毛
氏
汲
古
閣
刻
李
善
注
『
文
選
』
反
将
詩
及
注
並
改

作
琴
、
与
「
西
京
賦
」
不
照
、
殊
為
疏
失
、
以
致
後
人
承
誤
。
甚
矣
。
」

[
]

阮
元
『
天
一
閣
書
目
』
巻
四
之
三
「
集
部
総
集
類
」
に
「
文
選
六
十

14
巻
（
刊
本
）
明
嘉
靖
癸
未
李
廷
相
識
云
、
文
選
一
書
、
古
今
学
士
大
夫

靡
不
重
之
、
顧
乏
善
本
。
近
時
所
見
、
惟
唐
府
版
、
而
頗
艱
於
得
、
旌

徳
汪
諒
氏
、
偶
獲
宋
刻
、
鋟
諸
梓
。
濮
陽
李
子
、
為
之
書
而
鑱
諸
首
。
」

と
あ
る
。

[
]

こ
れ
ら
の
作
品
は
張
明
華
・
翁
小
婷
輯
校
『
清
代
稀
見
集
句
詩
詞
集

15
第
三
輯
』
（
黄
山
書
社

二
〇
一
八
）
に
、
南
京
図
書
館
所
蔵
の
光
緒

十
三
年
（
一
八
八
七
）
巾
箱
刻
本
に
拠
る
も
の
と
し
て
収
録
さ
れ

る
。

※
本
稿
は
平
成
三
十
一
年
～
平
成
三
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
研
究

基
盤
研
究
（
Ｂ
）1

9
H
0
1
2
3
7

「
『
文
選
』
の
規
範
化
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


